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昨
年
度
に
引
き
続
き
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
学
校
休
業
を

は
じ
め
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
健
康
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
社
会

的
責
任
を
果
た
し
て
お
ら
れ
る
医
療
従
事
者
や
介
護
福
祉

従
事
者
や
中
央
省
庁
・
自
治
体
の
職
員
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
現
場
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
空
白
を
作
ら

な
い
よ
う
、
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の
皆
様
に
も
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
学
校
休
業
中
、
リ
モ
ー
ト
授
業
の
モ
デ
ル
発
信
や
、
地
域
と
連
携
し
て
リ
モ
ー
ト
授
業
の
支

援
を
実
践
し
た
附
属
学
校
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
3
年
前
の
附
属
学
校
の
改
革
に
関

す
る
有
識
者
会
議
の
報
告
書
の
方
向
性
と
も
符
合
す
る
活
動
で
、
附
属
学
校
の
改
革
が
実
際
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
周
知
を
、
こ
の
附
属
だ

よ
り
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
全
附
P
連
は
、4
月
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。
よ
り
公
共
的
な
団
体
と
し
て
、

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
「
改
革
と
周
知
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
同
時
に
新
し
い
学
校
生
活
や
新
し
い
P
T
A
活
動
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
活
動
は
、
各
地
の
P
T
A
や
学
校
、
社
会
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
で
き
る
こ

と
を
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
様
子
見
や
自
粛
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
年
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
成
果
を
目
指
し
て
、
力
強
く
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
厳
し
い
環
境
下
で
も

全
力
で
活
動
を
続
け
る
附
属
学
校
園
に
、
惜
し
み
な
い
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
と
こ
の
国
の
未
来
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
問
題
で
、

社
会
全
体
の
機
能
が
長
期
に
亘
っ
て
大
き
く
滞
り
、
全
附
連

も
実
質
的
な
活
動
が
殆
ど
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

自
身
、
所
属
学
校
、
機
関
等
で
、
こ
の
間
の
対
応
に
忙
殺
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
、
新
た
な
価
値
観
と
と
も
に

こ
の
事
態
を
乗
り
越
え
る
時
期
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
、
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
様
々
な
情
報
に
対
す
る
適
切
な
判
断
と
活
用
、
そ
し
て
人
の
“
い
の
ち
”
の

重
要
性
で
す
。
特
に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
各
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
の
“
い
の
ち
”
を
守
る
こ
と
の
重
大
さ

を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
早
く
こ
の
事
態
が
収
束
に
向
か
い
、
ウ
イ
ル
ス
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
“
主
体
”
と
な
る
日
常
に
戻
っ
て
教
育
活
動
に
注
力
す
る
時
期
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。
今
後
、
全
附
連
と
し
て
も
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
新
た
に
見
え
て
き
た
課
題
︱
社
会
の
危
機
的
状

況
に
附
属
学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
︱
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
第
68
回
一
般
社
団
法
人
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
P
T
A

連
合
会
総
会
が
、
令
和
2
年
6
月
6
日
に
会
長
所
在
地
か
ら

の
テ
レ
ビ
会
議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
全
国
の

会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う

大
き
な
社
会
混
乱
が
生
じ
、
附
属
学
校
で
も
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
休
校
や
入
学
式
と
始
業
式
の
延
期
な
ど
異
例
の
事

態
に
な
り
ま
し
た
。
本
会
総

会
も
同
様
に
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
多
く
の
人
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
地
区
会
長
を
中
心

と
し
て
、
即
時
性
を
持
っ
た

双
方
向
で
の
意
見
交
換
が
可

能
な
テ
レ
ビ
会
議
を
活
用
し

た
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　
神
余
智
夫
会
長
か
ら
、
本

会
は
令
和
2
年
4
月
1
日
に

東
京
法
務
局
港
出
張
所
に
て
登
記
を
行
い

一
般
社
団
法
人
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

P
T
A
連
合
会
と
な
っ
た
こ
と
と
、
さ
ら

に
公
共
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
議
事
項
と
し
て
、
定
款
第
14
条
及
び

第
28
条
に
お
け
る
解
釈
に
つ
い
て
（
総
会

と
理
事
会
の
定
足
数
等
に
お
け
る
出
席
に

は
即
時
性
を
持
っ
た
双
方
向
の
意
見
交
換

が
可
能
な
テ
レ
ビ
会
議
も
含
ま
れ
る
も
の

と
す
る
）、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
令

和
元
年
度
収
支
決
算
、
令
和
2
年
度
役
員

体
制
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
６
日
土�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
開
催
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附属学校園の
活動をご紹介

全附P連表彰

4 〜 7 面

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
る
中
、

各
学
校
園
は
ど
う
動
い
た
か
。

緊急特集

コ
ロ
ナ
禍
の
各
学
校
園
の
取
り
組
み

　
国
立
大
学
附
属
学
校
は
、
こ
れ
ま
で

も
①
実
験
的
・
先
進
的
な
学
校
教
育
の

実
施
、
②
教
育
実
習
の
実
施
、
③
大
学

に
お
け
る
教
育
研
究
へ
の
協
力
と
い
っ

た
重
要
な
使
命
・
役
割
を
果
た
し
て
き

て
お
り
、
附
属
学
校
関
係
者・保
護
者・

卒
業
生
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
2
年
に
な
り
、
日
本
、

そ
し
て
世
界

が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
挑

戦
に
揺
れ
て

い
ま
す
。
日
本

で
も
国
公
私

立
学
校
を
問
わ

ず
、
教
育
現

場
に
お
け
る
感

染
症
防
止
の

対
応
や
、
学
び

を
止
め
な
い

た
め
の
子
ど
も

の
学
習
保

障
の
在
り
方
な

ど
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
た

な
課
題
に
対

応
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
と

も
す
る
と
日
々

の
不
安
の
解

消
や
、
目
先
の

学
習
環
境
の

確
保
を
最
優
先

に
し
が
ち
な

現
在
だ
か
ら
こ

そ
、
附
属
学
校
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
、
未
来
の
学
校
教
育
を
先
導
す

る
と
い
う
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

教
育
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
輝
く
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
教

育
を
附
属
学
校
が
リ
ー
ド
し
て
い
け
る

よ
う
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
て
、
地
域・学
校・

大
学
と
一
体
と
な
っ
て
取
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省　

総
合
教
育
政
策
局　

教
育
人
材
政
策
課

　
教
員
養
成
企
画
室
長

�

齋
藤
　
潔
様

附属学校への期待



第115号 令和2年7月15日　（2）附　属　だ　よ　り

令和2年度　委員会活動　

令和2年度　（一社）全国国立大学附属学校PTA連合会　役員・理事・監事・顧問・評議員構成

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 総務全般
2． 法人化による事務作業（商標登録名義変更等）
3． 諸会議の設営
 （総会・正副会長会・理事会・評議員会・地区会長会、運営企画会議）
4． 作文絵作文コンクールの実施
5． 地区間交流事業の実施
6． いじめ対策活動等助成金事業の実施
7． いじめ防止プログラム関係業務
8． 子どもの貧困に関する調査研究と対策の検討（東京学芸大学との連携）
9． 表彰の企画・運営
10． 文部科学省をはじめとする関係省庁、関係団体との連携
11． 全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会との連携
12． 運営企画会議への参画
13． PTA研修会第11回全国大会への参画
14． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
15． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 会計業務全般
2． 法人化に向けた準備（会則、規則の見直し）
3． カンガルー保険関係業務
4． 財政教育プログラム関係業務（財務省との連携）
5． 金融経済教育プログラム関係業務（金融庁との連携）
6． クラウドファンディング等の事業支援
7． 附属学校の産学連携に関する調査研究
8． 運営企画会議への参画
9． PTA研修会第11回全国大会への参画
10． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
11． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 広報活動全般（情報収集・情報発信・取材対応）
2． 附属だよりの企画・取材・編集・発行
3． ホームページの企画・運営
4． 絵画コンクールの実施（主管　全附P連）
5． 特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活動、SNS等）の企画・運営
6． 運営企画会議への参画
7． PTA研修会第11回全国大会への参画
8． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． PTA研修会第11回全国大会の企画・運営
2． 全国大会実行委員会の運営
3． PTA研修会第12回全国大会の企画
4． 国立大学附属学校全国同窓会との連携、大同窓会運営協力
5． 附属学校の産学連携に関する調査研究
6． 附属学校の存在意義を高める教育プログラムの開発
7． 運営企画会議への参画
8． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． カンガルーシップ活動助成金事業の企画・実施
2． 特別支援学校・学級に関する調査研究
3． 就労支援に関する調査研究
4． あいサポート運動関係業務
5． 関係団体・特別会員特別支援学校との連携
6． 運営企画会議への参画
7． PTA研修会第11回全国大会への参画
8． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

〈特別委員会・実行委員会〉
　　　　　　　　　　　　　　　

1． PTA研修会第11回全国大会の連絡・調整・実施
2． PTA研修会第12回全国大会の企画・連絡・調整
3． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 附属学校改革に関する情報収集・情報発信・諸対応
2． あいサポート運動の特別支援委員会支援
3． 全国大会の研修委員会支援
4． 国立大学附属学校全国同窓会の研修委員会支援
5． 運営企画会議の企画・運営
6． 必要とされる活動についての検討と割り振り
7． 活動についての検証
8． その他

総 務 委 員 会

財 務 委 員 会

広 報 委 員 会

研 修 委 員 会

特 別 支 援 委 員 会

全 国 大 会 実 行 委 員 会

事 業 支 援 特 別 委 員 会

担当副会長（主）
大倉　宏治 大倉　宏治 萩原　清明 萩原　清明 増田　梓
（岡山中） （兼任） （奈良女子中等） （兼任） （神戸特支）

担当副会長（副） 桑名良尚（兼任） 桑名良尚（兼任） 増田梓（兼任） 桑名良尚（兼任） 大倉宏治（兼任）
委員会 総務 財務 広報 研修 特別支援

委員長
田口　智之 西村　寧 山下　浩史 谷田部　秀男 齋藤　伸
（岩手中） （滋賀小） （鳥取小） （香川高松小） （福島特支）

副委員長

髙地　たか子 服部　直毅 二村　美里 中島　隆博 高橋　望
（千葉小） （北海道教育札幌中） （静岡浜松小） （筑波駒場中高） （佐賀小）

佐々木　誠治 鈴木　規秀 阿部　智
（福井義務教育前期） （金沢中） （千葉中）

廽野　智典
（広島福山中高）

監　事
安村　俊己 板倉　雄一郎
（東京中等） 税理士

顧　問
井上　恒治 大竹　昌士 北島　一人 平岡　昌純 岡部　太郎

平成28年度 会長 令和元年度 副会長 令和元年度 副会長 令和元年度 副会長 平成19・20年度 会長

学校連盟選出
理事

大木　圭 小泉　薫 吉田　隆
（千葉小） （お茶の水女子中） （奈良女子中等教育）

評議員
玉村　公二彦 堀内　かおる 福地　龍郎 丸山　研一 菊地　美千世
（奈良教育幼） （横浜国立横浜小） （山梨小） （千葉中） （お茶の水女子高）

評議員
北海道地区（会長　服部　直毅） 東北地区（会長　富田　光一） 関東地区（会長　髙地　たか子）
梅本　剛 江端　直美 富田　光一 進藤　文仁 太鼓地　英史 佐藤　憲一

（北海道教育札幌小） （北海道教育函館小） （福島中） （秋田中） （お茶の水女子中） （千葉特支）
北信越地区（会長　久田　道人） 東海地区（会長　石丸　泰雄） 近畿地区（会長　寺畑　俊雄）
久田　道人 島田　透 石丸　泰雄 落合　賢治 寺畑　俊雄 小林　哲也

（信州長野小） （富山小） （名古屋中高） （三重小） （神戸小） （京都教育桃山中）
中国地区（会長　髙山　晃一） 四国地区（会長　田中　基道） 九州地区（会長　田畠　寿太郎）

髙山　晃一 宮川　英之 田中　基道 宮本　昌尚 田畠　寿太郎 宇宿　慶一
（岡山小） （山口山口中） （愛媛中） （香川坂出幼小中） （佐賀小） （長崎小）

特別委員会・実行委員会

全国大会
実行委員会

事業支援
特別委員会

実行委員長 委員長
萩原　清明（兼任） 大竹　昌士（兼任）

副実行委員長 副委員長
谷田部　秀男（兼任） 桑名　良尚（兼任）

全委員会
専門委員

正副直前会長、顧問
監事、総務委員会

大嶽雅哉、横堀太郎
竹川裕之、勝谷有史

江口浩代、三輪慶一郎
鈴木信雅

大会準備員

直前会長
呉本　啓郎

（大阪教育高平野校舎）
会　長

神余　智夫
（香川坂出幼小中）

専務理事
桑名　良尚
（三重中）

事務局
事務局長 田中　一晃

理事会推薦理事 地区推薦理事
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呉本　啓郎　直前会長
前任会長としての職務経験を活かし、
業務全般について会長の諮問に応じ、
連合会の更なる発展のため全力でサ
ポートさせていただきます。

桑名　良尚　�専務理事（総務・財務・研修委員会担当）／�
事業支援特別委員会副委員長

コロナの影響で世界中が不安の中、第2波3波と
予断を許さない状況です。子どもたちの安心・安
全のため、未来の笑顔のために汗をかく所存です。

大倉　宏治　副会長（総務・財務・特別支援委員会担当）
今年度、副会長を拝命しました。担当
は総務及び財務委員会です。時代の変
化を見据えた新しい附属学園のあり方、
各PTAのかたへの支援を検討します。

萩原　清明　�副会長（広報・研修委員会担当）／�
全国大会実行委員長

新型コロナウイルス対策に対応した、
新たな取り組みや課題を考え、より効
率的・効果的な事業活動を目指します。

増田　梓　副会長（広報・特別支援委員会担当）
校種を超えた絆を育む活動を支援し、子
どもたちの未来と保護者をサポートして
まいります。また関係省庁や関係団体と
の連携を図り情報を発信してまいります。

大竹　昌士　事業支援特別委員長
各種勉強会及び各委員会の活動に対し、
専門委員と共に様々な面からサポートす
ることで、今年度の活動がより充実した
ものになるよう支援してまいります。

谷田部　秀男　�研修委員長／� �
全国大会副実行委員長

今年度の全国大会は、東京での集合型開催が難し
い状況です。しかし違った形での全国大会を開催
できるように企画立案中。10月3日を乞うご期待！

田口　智之　総務委員長
組織全体の動きを把握しながら、理事会
や各事業が円滑に動くよう、組織運営の
向上に努めていきます。また各助成金事
業の周知に力を入れてまいります。

西村　寧　財務委員長
財務・会計の管理業務を中心に、財政及
び金融それぞれの教育プログラムの普及
促進、そして附属学校園のファンドレイ
ジングの支援に努めてまいります。

山下　浩史　広報委員長
附属学校園の取り組みや可能性、存在
意義をひとりでも多くの方に伝えるた
め、広報委員会としていろんな可能性
に挑戦していきたいと思います。

齋藤　伸　特別支援委員長
特別支援学校保護者のひとりとして児
童・生徒の「いきいきとした学校生活」

「自分らしい将来」実現の為に明るく楽
しいPTA活動を目指してまいります！

安村　俊己　監事
法人化スタートの本年度を監事の立場
から支え、子どもと保護者お一人一人
が充実した学校生活を送ることの一助
となるよう努めてまいります。

板倉　雄一郎　監事
新しい全附P連の事業の形態が問われ
る年になることと思います。税理士の
専門的な知見を生かし、新しい法人の
運営を支援してまいりたいと思います。

服部　直毅　北海道地区会長
新型コロナ渦の中、なかなか集まる機会が持てず、も
どかしい中の今期スタートとなりましたが、WEBも活
用しながら、「今出来る事」をしっかりとやっていきた
いと思います。一年間どうぞよろしくお願いいたします。

富田　光一　東北地区会長
コロナの影響で様々な制限下での活動
となりますが、地区内の連携をより一
層深め、より良い附属学校園の実現を
目指していきたいと思います。

髙地　たか子　関東地区会長
今、時代の転換点に立っています。変
化に対応し、皆様と協力しながら、子
どもたちの教育環境の充実に貢献して
いく所存です。

久田　道人　北信越地区会長
大変な状況が続いておりますが、PTA
活動を見直す良い機会と捉え、新たな時
代に「共に在る」附属学校園のあり方を
問い直してまいりたいと考えております。

石丸　泰雄　東海地区会長
国立大学附属学校園の伝統を守りなが
ら、これからの新しい時代を切り開い
ていく子供たちの未来のために、地域
と連携し活動していきたいと思います。

寺畑　俊雄　近畿地区会長
大学と連携し現代的教育課題に取り組む
こと。また新たに、日本における歴史的
出来事を風化させず、保護者と共に子ど
もたちと考える活動を目指します。

髙山　晃一　中国地区会長
こんな時だからこそ「できる人が　でき
る時に　できる事を」を胸に、子供たち、
そして附属学校の明るい未来のために、
小さな活動を積み重ねてまいります。

田中　基道　四国地区会長
新型コロナ禍という大変な時代です
が、新たな発想のもとで多様なチャネ
ルを利用できる環境づくりに貢献でき
ればと考えています。

田畠　寿太郎　九州地区会長
九州地区の今年度スローガン「不易流
行」を合言葉に、地区内の活動の充実
に努めていきます。宜しくお願いいた
します。

役員・委員長・監事・地区会長の

活 動 方 針

令和2年度　活動基本方針 （一社）全国国立大学附属学校PTA連合会
　
一
般
社
団
法
人
全
国
国
立
大
学

附
属
学
校
P
T
A
連
合
会（
以
下
、

連
合
会
）
は
、
全
国
56
の
国
立
大

学
法
人
に
設
置
さ
れ
た
幼
稚
園
49

園
・
小
学
校
70
校
・
中
学
校
71
校
・

高
等
学
校
15
校
・
義
務
教
育
学
校

2
校
・
中
等
教
育
学
校
4
校
・
特

別
支
援
学
校
45
校
、
計
2
5
6
校

園
（
平
成
31
年
3
月
現
在
）
の
置

か
れ
て
い
る
現
状
と
求
め
ら
れ
る

使
命
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、

そ
の
絆
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
の
充
実
と
安
心・安
全
の
確
保
、

さ
ら
に
は
附
属
学
校
の
発
展
、
国

立
学
校
と
し
て
こ
の
国
の
未
来
を

見
据
え
た
日
本
の
公
教
育
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

P
T
A
活
動
の
実
践
と
研
鑽
を
推

進
す
る
。

　
ま
た
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学

校
連
盟
（
以
下
、
連
盟
）
と
と
も

に
、
日
本
教
育
大
学
協
会
を
は
じ

め
と
す
る
諸
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
附
属
学
校
お
よ
び
附
属
学
校
を

設
置
す
る
国
立
大
学
法
人
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
附
属
学
校
の
持
つ
独

自
性
や
創
造
性
、
社
会
的
使
命
、

存
在
意
義
、
現
状
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
社
会
お
よ
び
全
国
的

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
広
く
世

の
中
の
理
解
と
支
援
が
得
ら
れ
る

よ
う
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

1　
共
有
、
対
話
に
よ
る
理
解

　
附
属
学
校
の
果
た
す
べ
き
使
命

で
あ
る
日
本
の
公
教
育
を
支
え
る

国
の
拠
点
校
、
地
域
の
モ
デ
ル
校

と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
、
学
校

を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
P
T
A
が
参

画
し
研
究
実
践
す
る
こ
と
で
得
た

情
報
を
会
員
相
互
で
共
有
す
る
と

と
も
に
、
連
合
会
は
そ
の
貢
献
度

を
各
関
係
官
庁
や
諸
団
体
に
広
く

発
信
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
学
校

P
T
A
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
直

面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

一
助
と
し
て
設
置
者
で
あ
る
国
立

大
学
法
人
と
の
さ
ら
な
る
連
携
と

対
話
を
提
唱
す
る
。

2　
附
属
学
校
P
T
A
活
動
の
活

性
化
支
援
と
各
組
織
の
相
互
連
携

　
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
応
じ
た

教
育
の
在
り
方
、
学
習
環
境
の
充

実
と
安
全
の
確
保
、
附
属
学
校
を

取
り
巻
く
諸
問
題
な
ど
へ
の
P
�T�

A
の
関
わ
り
方
を
実
践
研
究
し
、

そ
の
成
果
や
課
題
を
共
有
、
議
論

す
る
た
め
の
研
修
大
会
を
開
催

し
、
連
合
会
、
連
盟
と
各
学
校

P
T
A
と
の
絆
を
よ
り
強
く
保

つ
。
ま
た
、
全
国
9
地
区
主
催
の

実
践
活
動
協
議
会
な
ど
各
地
区
会

活
動
を
有
機
的
に
支
援
し
連
盟
と

の
協
働
に
よ
る
活
動
の
活
性
化
を

図
る
。
加
え
て
全
国
国
立
大
学
附

属
学
校
教
育
後
援
会
連
絡
協
議
会

と
情
報
を
共
有
し
連
携
す
る
。

3　
対
内
お
よ
び
対
外
へ
の
広
報

活
動
の
強
化

　
各
学
校
P
T
A
が
し
っ
か
り
と

子
ど
も
た
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

に
寄
り
添
い
有
意
義
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
参
考
と
な
る
P
T
A

活
動
の
事
例
お
よ
び
情
勢
な
ど
を

全
国
の
附
属
学
校
お
よ
び
各
学
校

P
T
A
に
発
信
し
情
報
共
有
の
強

化
を
図
る
。
ま
た
、
附
属
学
校
が

さ
ら
に
広
く
世
の
中
の
理
解
と
支

援
が
得
ら
れ
る
よ
う
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
や
関
係
諸
機
関
に
対
し
積
極
的

な
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。
さ
ら

に
は
I
C
T
を
活
用
し
た
情
報
交

換
、
共
有
な
ど
、
連
合
会
が
主
体

と
な
っ
て
そ
の
運
営
強
化
を
図
る
。

4　
「
共
に
生
き
る
」
こ
と
の
推
進

　
連
合
会
で
は
特
別
支
援
教
育
に

対
す
る
理
解
と
連
携
を
進
め
る
諸

活
動
の
推
進
を
掲
げ
、
様
々
な
取

り
組
み
を
継
続
し
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
校
種
を
超
え
た
絆
を
育

て
、
多
様
な
個
性
を
持
つ
仲
間
と

の
相
互
理
解
を
育
む
活
動
を
推
進

お
よ
び
発
信
す
る
。
ま
た
、
自
他

を
共
に
尊
重
す
る
態
度
・
能
力
の

育
成
、
自
己
有
用
感
・
自
己
肯
定

感
の
育
成
を
目
指
し
た
活
動
を
推

進
し
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
お
よ

び
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
の
牽

引
に
努
め
る
。

5　
国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先

駆
者
と
し
て

　
国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先
駆

者
た
る
附
属
学
校
の
P
T
A
と
し

て
、
連
合
会
は
学
校
の
働
き
方
改

革
に
協
力
す
る
と
と
も
に
教
員
と

い
う
職
業
の
魅
力
度
向
上
に
貢
献

す
る
。
加
え
て
土
曜
日
や
放
課
後

の
有
効
活
用
な
ら
び
に
外
部
人
材

や
資
源
を
発
掘
し
子
ど
も
た
ち
の

新
し
い
学
び
の
環
境
を
創
造
す
る

こ
と
を
提
唱
す
る
。
ま
た
、
子
ど

も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
そ
の
現
状
を
調
査
研
究
お

よ
び
実
践
し
、
有
効
な
対
策
と
教

育
を
通
じ
て
貧
困
が
連
鎖
す
る
こ

と
な
く
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
す
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
活
動
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に

は
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
子
ど
も

た
ち
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

た
め
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
教
育

や
活
動
お
よ
び
有
害
な
I
T
環
境

の
問
題
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

活
動
を
推
進
す
る
。

6　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
を
考
慮
し
た
近
々
の
活
動
に

つ
い
て

　
令
和
2
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
い
う
大
き
な
社
会
的
混
乱
が
生

じ
た
。
3
月
か
ら
5
月
に
か
け
て

は
学
校
の
休
業
な
ど
異
例
の
事
態

と
な
る
中
、
附
属
学
校
や
P
T
A

も
前
例
の
な
い
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
附
属
学

校
で
は
長
引
く
学
校
休
業
に
際

し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
ど
う

支
え
て
い
く
か
と
い
う
地
域
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。

　
連
合
会
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
附
属
学
校
や
単
位
P
T
A
の

感
染
防
止
対
策
を
尊
重
し
、
必
要

な
情
報
の
収
集
や
発
信
な
ど
の
活

動
を
行
う
。
有
益
な
情
報
の
提
供

に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
連
合

会
の
活
動
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言

中
は
不
要
不
急
の
移
動
は
行
わ

ず
、
遠
隔
会
議
や
事
務
局
の
テ
レ

ワ
ー
ク
等
を
実
施
し
、
政
府
が
求

め
る
移
動
制
限
の
目
標
に
協
力
す

る
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
状

況
に
応
じ
て
活
動
す
る
。
例
年

行
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
も
適

宜
判
断
す
る
。

　
異
例
の
状
況
下
で
の
活
動
に
な

る
た
め
様
々
な
課
題
も
想
定
さ
れ

る
が
、
是
非
と
も
ご
理
解
を
賜
り

た
い
。

�

会
長
　
神
余
智
夫



（5）　第115号 第115号令和2年7月15日 令和2年7月15日　（4）附　属　だ　よ　り 附　属　だ　よ　り

1　
園
児
・
保
護
者
へ
の
支
援
を
充
実

⑴
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
園
児
・
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
の
継
続

　
ア
プ
リ
の
お
便
り
添
付
機
能
を
活
用
し
、「
自
粛
中
、
子
供
と
ど
う

か
か
わ
れ
ば
い
い
の
？
」「
家
庭
で
で
き
る
運
動
遊
び
は
？
」「
ふ
よ
う

新
園
生
活
10
の
ル
ー
ル
」
等
、
Q
＆
A
方
式
で
保
護
者
に
情
報
を
発
信

し
続
け
た
。
緊
急
メ
ー
ル
の
返
答
機
能
・
コ
メ
ン
ト
欄
も
活
用
し
、
離

れ
て
い
て
も
常
に
園
児
と
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
勢
を
持
ち
続

け
、
園
と
家
庭
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

⑵YouTube

限
定
配
信
、zoom

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
、
園

児
へ
の
支
援
の
充
実

　
園
児
向
け
の
領
域
別
動
画
や
、
新
年
度
の
園
生
活
イ
メ
ー
ジ
を
動
画

で
配
信
し
た
。
動
画
は
全
て
臨
時
休
園
中
に
作
成
し
た
園
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
あ
る
。
教
員
が
出
演
し
、
園
児
に
親
し
み
や
す
い
踊
り
や
、
季
節

の
自
然
紹
介
、
歌
と
読
み
聞
か
せ
・
文
字
へ
の
興
味
喚
起
の
言
葉
遊
び

等
、多
様
な
内
容
を
提
供
し
た
。
動
画
は
メ
ー
ル
に
U
R
L
を
添
付
、

保
護
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
入
力
し
て
も
ら
い
、
活
動
の
充
実
と
教
員

の
意
欲
持
続
に
つ
な
げ
た
。
家
庭
の
事
情
に
よ
り
一
時
預
か
り
保
育
希

望
者
の
受
け
入
れ
（
4
月・5
月
延
べ
人
数
3
6
5
名
）
を
し
な
が
ら
、

5
月
連
休
明
け
か
ら
は
家
庭
に
い
る
園
児
へ

の
呼
び
か
け
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

zoom

に
て
「
お
は
よ
う
オ
ン
ラ
イ
ン
」（
午

前
）・「
に
っ
こ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
」（
午
後
）

を
学
年
ご
と
に
実
施
し
た
。
生
活
リ
ズ
ム
、

園
へ
の
親
し
み
・
信
頼
、
精
神
面
の
支
援
に

も
役
立
ち
、
8
割
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。

⑶
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
園
児
・
保
護
者
の
健
康
確
認
お
よ
び
教
育
相
談

の
充
実

　
保
育
再
開
後
の
活
用
も
視
野
に
、
園
児
・
保
護
者
の
健
康
確
認
を
ア

プ
リ
入
力
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
。
毎
朝
の
検
温
、
風
邪
症
状
の
有

無
、
同
居
家
族
の
健
康
状
態
な
ど
を
手
軽
に
送
信
で
き
、
園
は
デ
ー
タ

一
覧
や
コ
メ
ン
ト
か
ら
園
児
や
家
族
の
健
康
状
況
を
把
握
し
た
。
回
答

を
見
て
家
庭
へ
の
電
話
連
絡
に
つ
な
ぎ
、
教
育
相
談
の
充
実
に
役
立

て
た
。

2　
大
学
・
学
園
・
園
の
連
携
を
発
信

　
大
学
の
副
学
長
（
附
属
学
園
担
当
）
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
保
護

者
宛
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
動
画
で
配
信
し
た
。
新
任
園
長
、
教
員
の
自
己

紹
介
等
も
同
様
に
動
画
で
行
っ
た
。
新
入
園
児
・
家
族
が
「
臨
時
休
園

中
も
孤
立
せ
ず
、
大
学
・
学
園
・
幼
稚
園
に
親
し
み
や
所
属
意
識
を
持

て
た
」「
安
心
し
て
臨
時
休
園
中
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う

評
価
を
保
護
者
か
ら
い
た
だ
い
た
。来
賓
の
参
列
の
な
い
入
園
式
で
も
、

学
園
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
動
画
で
撮
影
し
、
当
日
の
映
像
と
と
も
に
配

信
す
る
等
、
大
学
の
附
属
と
し
て
信
頼
・
親
し
み
が
生
ま
れ
る
よ
う
配

慮
し
た
。

3　
地
域
へ
新
た
な
研
修
シ
ス
テ
ム
を
提
案

　
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
に
跨
る
夏
の
研
究
大
会
を
中
止
す
る
代
替
案
と

し
て
、「
学
び
続
け
る
教
員
・
保
育
者
を
支
え
る
研
修
動
画
」
の
作
成
・

配
信
・
活
用
を
企
画
し
た
。
大
会
団
体
の
全
国
・
各
県
の
会
長
と
の
連

携
を
図
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
教
員
・
保
育
者
が
学
び
続
け
る
た
め

の
、
新
し
い
研
修
・
研
究
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
無
藤
隆
先
生
（
白
梅
学
園
大
学
名
誉
教
授
）、

松
木
健
一
先
生
（
福
井
大
学
副
学
長
）
に
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
都
道

府
県
や
園
の
枠
を
超
え
る
新
た
な
研
修
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
8
月
に

提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

緊急事態下で園の使命を果たすために

福
井
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

　
附
属
釧
路
中
学
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
よ
る
臨
時
休
業
に
お
い
て
、
4
月
下
旬
よ
り
遠
隔

会
議
シ
ス
テ
ム
（Zoom

か
らGoogle M

eet

へ
の
移
行
と

併
用
を
模
索
）
と
学
習
支
援
ア
プ
リ
（
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
）
を

活
用
し
た
双
方
向
対
話
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
（
リ
モ
ー

ト
学
習
）
を
全
生
徒
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
実
現
で
き
た

背
景
に
は
、
一
つ
目
は
、
本
校
が
こ
れ
ま
で
長
年
培
っ
て
き

た
I
C
T
機
器
活
用
の
授
業
研
究
と
日
常
の
教
育
実
践
の

蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
北
海
道
感
染
拡
大
第
一
波

か
ら
第
二
波
の
期
間
に
次
の
臨
時
休
業
に
備
え
、
入
学
式
翌

日
か
ら
の
全
生
徒
対
象
に
し
たiPad

・Zoom

・Padlet

講

習
、
登
録
完
了
後
に
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
講
習
を
感
染
防
止
策
の

も
と
学
年
別
に
実
施
し
た
こ
と
で
す
。
決
し
て
教
職
員
の
ス

キ
ル
が
特
別
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
は
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
初
め
て
挑
戦
し
た
先
生
達
で
す
。
そ
し
て
、
学
校

に
整
備
さ
れ
て
い
たiPad

1
4
0
台
の
貸
し
出
し
も
行
い

ま
し
た
が
、「
生
徒
の
学
習
意
欲
、
学
び
を
止
め
な
い
」
と

い
う
思
い
に
保
護
者
の
全
面
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
け

た
の
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
休
業
期
間
中
の
対

策
を
、
す
ぐ
に
近
隣
公
立
学

校
に
お
い
て
も
活
用
で
き
る

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

の
経
緯
を
I
C
T
導
入
期（
第

0
期
）
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
開
始
の
（
第
Ⅰ
期
）
臨
時
休

業
中
の
改
善
を
加
え
た
（
第
Ⅱ
・

Ⅲ
期
）、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
（
第
Ⅳ
期
）
と
時
系
列

に
整
理
し
た
資
料
と
し
て
準
備

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
H
P
等

で
広
く
公
開
す
る
と
共
に
5
月
連
休
明
け
か
ら
遠
隔
授
業
研

修
を
計
画
し
、
公
立
学
校
の
先
生
方
の
要
望
に
柔
軟
に
対
応

す
る
視
察
研
修
会
と
し
て
、
ま
た
、
要
請
が
あ
れ
ば
出
前
授

業
に
よ
る
研
修
会
と
し
て
企
画
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

遠
隔
授
業
研
修
開
始
よ
り
6
月
か
ら
の
学
校
再
開
ま
で

に
、
15
校
を
超
え
る
近
隣
公
立
学
校
か
ら
延
べ
50
名
あ
ま
り

の
視
察
と
研
修
参
加
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
特
筆

す
べ
き
点
と
し
て
は
、
本
校
か
ら
90
㎞
以
上
離
れ
た
公
立
中

学
校
に
て
、
本
校
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
公
開
し
、

授
業
後
に
研
修
会
を
開
催
し
た
こ
と
で
す
。
本
校
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
は
、
一
方
的
な
発
信
型
の
授
業
で
は
な
く
、
従
来

の
対
面
授
業
に
迫
る
対
話
的
で
主
体
的
な
学
び
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
頂
け
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
他
の
公
立

義
務
教
育
学
園
で
は
校
内
研
修
に
本
校
教
員
が
研
修
講
師
と

し
て
支
援
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始
に
関
わ
れ
た
こ
と
で

す
。
附
属
学
校
の
役
割
は
、
地
域
の
教
育
研
究
と
実
践
の
支

援
、
一
般
化
を
図
る
こ
と
で
す
。
今
回
、
本
校
の
教
育
研
究

と
研
修
支
援
事
業
が
、
公
立
学
校
の
お
役
に
立
て
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
で
す
。
今
後
も「
地
域
の
教
員
養
成
校
」と
し
て
、

「
子
ど
も
の
い
る
教
員
研
修
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
さ

ら
に
附
属
学
校
と
し
て
の
使
命
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
副
校
長　
小
林　
一
博
）

オンライン授業の研修支援事業

北
海
道
教
育
大
学
附
属
釧
路
中
学
校

　
休
校
期
間
中
に
「
こ
ど
も
読
書
の
日
」
が
あ
っ
た
。

日
頃
P
T
A
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
読
み

聞
か
せ
を
動
画
で
配
信
す
る
提
案
が
挙
が
っ
た
。
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
の
方
が
中
心
と
な

り
、
賛
同
し
た
方
々
と
撮
影
の
計
画
を
し
た
。

B
G
M
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏
し
な
が
ら
読
み
聞
か
せ
を

行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
動

画
を
作
成
し
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
そ

し
て
、
自
宅
で
撮
影
し
た
読
み
聞
か
せ
動
画
を
学
校

に
送
付
し
、
ぜ
ひ
配
信
し
て
ほ
し
い
と
い
う
保
護
者

も
出
て
く
る
な
ど
、
動
画
配
信
の
取
り
組
み
が
保
護

者
の
中
に
も
広
ま
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
発
刊
を
見

送
る
予
定
だ
っ
た
P
T
A
広
報
誌
に
お
い
て
は
、
広

報
委
員
長
を
中
心
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
議
を
進
め
、

発
刊
に
向
け
て
の
作
業
が
始
ま
っ
た
。「
コ
ロ
ナ
に

　
本
園
P
T
A
は
三
ヶ
月
の
休
園
期
間
、
保
護
者
が
一

堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
P
T
A
の
ブ
ロ

グ
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
を
活
用
し
て
P
T
A
総
会
や
役

員
・
係
決
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
様
々
な
取
組
を
行
い
ま

し
た
。
特
徴
的
な
取
組
と
し
て
は
、
①
新
入
園
の
保
護

者
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
「
チ
ー
ム
附
幼
へ

よ
う
こ
そ
」
の
ペ
ー
ジ
で
本
園
P
T
A
の
温
か
く
て
パ

ワ
フ
ル
な
雰
囲
気
を
伝
え
ま
し
た
。
②
全
保
護
者
対
象

の
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
休
園
中
の
過
ご
し
方
に
つ

い
て
意
見
を
募
り
、回
答
を
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

「
こ
の
際
、
好
き
嫌
い
を
克
服
す
る
時
間
に
し
よ
う
と

取
り
組
み
、
レ
バ
ー
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
ね
ん
ど
遊
び
の
よ
う
な
感
覚
で
パ
ン
作
り
を
し
て
い

る
」
等
、
様
々
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
③
質
問
や
心
配
事
に
対
し
て
は
先
生
方
に
意
見

負
け
る
な
！
附
属
っ

子
！
作
品
大
募
集
！
」

と
銘
打
っ
て
休
校
中
の

子
ど
も
た
ち
に
作
品
募

集
を
行
い
、
70
点
以
上

の
作
品
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
す
べ
て

を
広
報
誌
に
掲
載
し
た
。

　
今
回
、
急
な
休
校
と
な
り
、
P
T
A
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
実
行
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
と
教
職
員
の
連
携
も
今
ま
で
以
上

に
深
ま
っ
た
。
ま
た
、
会
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
中
に
お
い
て

も
、
今
ま
で
に
は
な
い

P
T
A
活
動
の
在
り
方

を
考
え
る
き
っ
か
け
と

も
な
っ
た
。（
校
務
主
任　

横
山　
勝
之
）

を
伺
い
、
園
か

ら
の
説
明
や
ア

ド
バ
イ
ス
も
併

せ
て
ブ
ロ
グ
に

掲
載
し
ま
し

た
。
園
の
再
開

後
、
保
護
者
か

ら
「
P
T
A
の

ブ
ロ
グ
を
見

て
、
不
安
な
気

持
ち
が
和
ら
ぎ

ま
し
た
。
私
も

が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
先

生
方
か
ら
も
、
早
寝
早
起
き
等
の
生
活
習
慣
に
つ
い

て
パ
ペ
ッ
ト
が
楽
し
く
伝
え
る
動
画
の
作
成
・
配
信
、

折
紙
や
工
作
キ
ッ
ト
の
郵
送
等
が
あ
り
ま
し
た
。
園

と
P
T
A
が
様
々
な
取
組
を
し
た
結
果
、
保
護
者
の

安
心
感
と
連
帯
感
を
高
め
る
事
に
繋
が
り
ま
し
た
。

休校中におけるPTA活動の在り方

安心感と連帯感を高めたPTA活動

静
岡
大
学
教
育
学
部

附
属
浜
松
小
学
校

熊
本
大
学
教
育
学
部

附
属
幼
稚
園

　コロナ禍の学校休業中に附属学校園でも様々な取り
組みが行われました。そこで、アンケートを実施し一
部の学校園に寄稿を依頼しました。
　附属学校の改革に関する有識者会議の報告書が出て
3年が経過しようとしています。
　多くの学校園が新しい附属の存在意義の確立を目指
して尽力し、掲載記事を見れば、随所に社会的使命を
実践している姿が現れています。
　本特集記事をきっかけに、附属学校の活動がさらに
発展し、広く地域にも周知されれば幸いです。

緊急特集 コロナ禍の学校休業中、国立大附属学校園はどう動いたか

広報誌「附小だより」で
募集した子どもたちの作品

ブログタイトル画像

学校のホームページ上に
掲載した読み聞かせ動画

中標津町立中標津中学校で
の本校3年生のオンライン
授業公開兼研修会）

白糠町立庶路学園での
オンライン授業のための

校内研修支援

にっこりオンラインのやり取り
（4歳児）

　
尋
常
で
は
な
い
事
態
に
直
面
し
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
し
た
マ
ニュア
ル

に
準
じ
た
形
で
、2
／
18
コ
ロ
ナ
対
策
委
員
会（
管
理
職
、主
幹
、教
務
主
任
、生
徒

指
導
主
任
、研
究
主
任
、保
健
主
事
、養
護
教
諭
、学
年
主
任
）を
発
足
し
た
。以

後
、委
員
会
、部
会
と
三
部
主
任
の
打
合
せ
を
経
て
職
員
会
議
で
共
有
す
る
と
いっ

た
サ
イ
ク
ル
で
進
め
て
いっ
た
。家
庭
への
周
知
は
エ
マ
ー
ジ
ェン
シ
ー
コ
ー
ル
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
への
ア
ッ
プ
で
行
っ
た
。修
了
式
は
3
／
18
学
年
別
の
放
送
講
話
で
実
施
、

卒
業
式
は
3
／
19
に
規
模
縮
小（
卒
業
生
、保
護
者
2
名
、教
職
員
の
み
）で
実
施
。

4
／
7
付
け
で
今
年
度
の
宿
泊
学
習
の
中
止
を
家
庭
へ
周
知
。教
科
書
送
付
、家

庭
に
お
け
る
遠
隔
学
習
環
境
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
2
回
実
施
。全
く
で
き
な
い
は
数

名
、容
量
制
限
あ
り
が
約
1
割
、出
力
は
コ
ン
ビ
ニへ
行
く
が
約
3
割
。こ
の
間
、各

種
お
知
ら
せ
、通
知
票
、学
習
課
題
他
を
2
便
発
送
。教
職
員
も
、居
住
地
の
自
治

体
の
指
示
に
沿
って
、他
県
に
つ
い
て
は
以
後
在
宅
勤
務
と
し
、連
絡
はTeams

で
、

会
議
はZoom

で
行
う
こ
と
と
し
た
。レ
ン
タ
ル
携
帯
電
話
を
学
年
主
任
と
担
任
が

在
宅
勤
務
で
も
家
庭
と
連
絡
で
き
る
よ
う
に
人
数
分
手
配
し
た
。ま
た
、校
内
の

iPad 

50
台
と
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
で
ル
ー
タ
の
手
配
が
つ
き
、必
要
な
家

庭
へ
送
付
。5
／
11
の
週
に
機
器
の
接
続
テ
ス
ト
、翌
週
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、そ
の
翌

週
にZoom

と
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
で
遠
隔
授
業
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
作
成
し

同
意
書
を
家
庭
か
ら
得
る
。

　
分
散
登
校
か
ら
の
段
階
的
再
開
後
は
、マ
ス
ク
必
須
で
健
康
チ
ェッ
ク
を
養
護
教

諭
と
窓
越
し
に
行
い
、待
機
し
て
い
た
教
員
に
よ
る
手
指
消
毒
。下
駄
箱
前
に
は

1�　
大
学
と
連
携
し
た
新
領
域
「
い
の
ち
」
指
導
計
画
と
県
内
大
学
・
附
属
合

同
の
音
楽
科
指
導
計
画
の
開
発
と
配
信

　
本
校
園
の
子
供
た
ち
が
安
心
・
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に
す
る
べ
き
こ

と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
3
月
の
半
ば
か
ら
新
領
域
「
い
の
ち
」（
研
究
開
発

学
校
指
定
）
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
幼
小
中

一
貫
の
指
導
計
画
作
成
を
始
め
ま
し
た
。
新
潟
大
学
の
指
導
の
下
、
指
導
内

容
の
検
討
や
教
材
作
成
を
行
い
実
践
し
ま
し
た
。
公
立
校
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
践
の
概
要
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
く
の
肯
定
的
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、授
業
に
お
い
て
様
々
な
制
限
が
な
さ
れ
る
中
、新
潟
大
学
を
は
じ
め
、

県
内
の
大
学
・
附
属
学
校
の
音
楽
科
教
員
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
対
策
会

議
を
重
ね
、
3
密
を
防
ぐ
授
業
プ
ラ
ン
や
家
庭
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
題
等
に

つ
い
て
具
体
的
な
案
を
作
成
し
、
県
内
外
へ
配
信
し
ま
し
た
。

2�　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
・
交
流
等
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
学
び
の
保
障

と
つ
な
が
り
の
確
保

　

4
月
初
め
に
学
校
園
が
再
開
し
ま
し
た
が
、
再
休
校
も
視
野
に
入
れ
、
小

中
学
校
で
は
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
中
学

校
で
は
、
希
望
者
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
とW

i-Fi

ル
ー
タ
を
貸
し
出
し
全
て
の

生
徒
が
接
続
で
き
る
状
況
を
目
指
し
ま
し
た
。
4
月
下
旬
の「
緊
急
事
態
宣
言
」

に
よ
る
再
休
校
に
お
い
て
、
中
学
校
で
は
、
休
校
中
の
学
習
課
題
で
生
徒
が

自
力
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
内
容
の
質
問
と
解
説
を
、Zoom

（
電
話
も
可
）

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
臨
時
休
業
の
た
め
、
通
常

の
教
育
活
動
や
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
そ
し
て
私

た
ち
教
職
員
の
安
全
を
第
一
に
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
、
迅
速
か
つ
的
確
、
丁
寧
な

取
組
を
出
来
る
限
り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
初
め
に
着
手
し
た
の
が
、Zoom

※
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
活
動
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
は
、子
ど
も
た
ち
の
顔
が
見
え
、声
が
聞
こ
え
、

心
を
つ
な
ぐ
双
方
向
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
着
目
し
、
三
つ
の
視
点
「
臨
時
休
業

が
長
期
化
す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
で
不
安
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、

ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
こ
と
」「
家
庭
学
習
を
支
援
し
、
学
び
を
止
め
な
い
こ
と
」「
こ

の
取
組
が
地
域
を
始
め
、
必
要
と
し
て
い
る
皆
様
の
一
助
と
な
る
こ
と
」
を
具
現
化

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
ど
の
教
員
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
ほ
ぼ
初
め
て
の
経
験

で
あ
り
、ま
さ
に
手
探
り
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
の
方
針
の
策
定
、

教
員
の
共
通
理
解
、
技
術
的
な
研
修
（
職
員
会
議
や
部
会
を

含
む
）、
試
験
的
な
運
用
、
成
果
や
課
題
の
洗
い
出
し
と
修
正

等
の
一
連
の
取
組
を
約
二
週
間
で
行
い
ま
し
た
。
技
術
的
な

研
修
に
は
、
先
進
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

育
英
学
園
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
試
験
的
運
用
で
は
、
二
学
級
を
抽
出
し
、
健

康
観
察
や
学
習
の
様
子
を
全
教
員
で
参
観
し
、研
修
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
正
式
運
用
（
毎
日
二
時
間
）

ロ
ー
ル
式
の
す
の
こ
を
敷
き
、そ
の
上
で
上
履
き
に
履
き
替
え
て
消
毒
液
の
し
み
た

マ
ッ
ト
を
踏
む
。教
室
で
は
担
任
が
、朝
の
体
温
計
測
の
デ
ー
タ
の
未
入
力
者
を

チ
ェッ
ク
し
、健
康
観
察
を
行
う
。授
業
で
は
以
前
は
毎
時
間
様
々
な
教
科
が
行
って

い
た
班
活
動
は
行
え
な
い
。黒
板
消
し
の一つ
に
は「
日
直
専
用
」の
張
り
紙
が
あ

り
、消
毒
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫
だ
。昼
食
は
、箸
を
使
う
音
と
咀
嚼
音
だ
け
。そ

れ
で
も
、休
み
時
間
は
つ
い
つ
い
友
達
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
な
って
し
ま
う
。冷
水
機
は
禁

止
、給
水
は
調
理
室
と
各
階
の
流
し
の一つ
。ト
イ
レ
の
入
口
に
は
ス
リ
ッ
パ
が
置
か
れ

た
。with

コ
ロ
ナ
の「
新
し
い
生
活
」中
学
校
版
で
あ
る
。生
徒
の
安
全
を
第一と
し

て
い
る
が
、学
校
と
し
て
の
機
能
と
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。朝
の
消

毒
、健
康
観
察
、昼
の
巡
回
、教
室
等
の
消
毒
。分
散
登
校
の
厳
し
さ
は
、前
記
の
業

務
の
中
で
、対
面
授
業
が
30
分
1
コマ
で
8
時
間
、在
宅
学
習
を
行
う
生
徒
への
遠

隔
授
業
も
設
計
す
る
上
で
、I
C
T
機
器
の
熟
達
が
求
め
ら
れ
、そ
の
習
得
の
た
め

の
時
間
も
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。そ
こ
に
、す
べて
が
ゼ
ロベ
ー
ス

で
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
30
名
近
く
の
教
員
が
協
働
し
て
作
り
上
げ
る
、或
い
は
情
報

の
共
有
の
定
着
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、到
底
対
面
に
敵
わ
な
い
か
ら
会
議
は
長
時
間

に
渡
る
。教
職
員
の
疲
弊
は
半
端
な
く
、そ
れ
で
も
気
力
と
使
命
感
で
こ
こ
ま
で
来

た
。今
後
、家
庭
と
在
宅
勤
務
の
教
員
の
遠
隔
学
習
の
環
境
の
整
備
が
急
務
で
あ

る
。し
か
し
、P
T
A
本
部
役
員
の
皆
さ
ま
が
、早
期
に
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
必
要

分
確
保
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、何
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
ご
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
り

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
本
当
に
心
強
か
っ
た
。ま
た
、後
援
会
や
同
窓
会
の
方
々

も
、必
要
な
物
資
へ
の
支
援
は
惜
し
ま
な
い
と
申
し
出
て
く
だ
さ
り
、生
徒
の
安
全

対
策
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
。ま
だ
先
行
き
は
不
透
明
だ
が
、様
々
な
支
援
を
得
な

が
ら
附
属
な
ら
で
は
の「
新
し
い
生
活
」への
取
り
組
み
を
行
って
い
き
た
い
。

で
行
う
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
、

休
校
2
日
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

際
、
学
習
課
題
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ポ
ー
ト
」

の
実
施
予
定
日
時
と
併
せ
て
提
示
し
ま
し
た
。
生
徒

の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
保
護
者
か

ら
は
積
極
的
な
活
用
を
望
む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
高
学
年
に
お
い
てZoom

に
よ
る
ク

ラ
ス
交
流
活
動
を
実
施
し
、
学
級
の
つ
な
が
り
づ
く

り
と
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
や
交
流
の
取
組
を
地

域
の
教
育
委
員
会
や
公
立
学
校
の
教
員
に
も
公
開

し
、
30
名
以
上
の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

3�　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
講
座
の
開
発
と
地
域
へ
の
提
供

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
地
域
へ
の
貢
献
を
進
め
た
い
と
考
え
、
幼
稚
園
で
、

幼
児
教
育
研
修
会
『
保
育
の
と
び
ら
』
を
、Zoom
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
双

方
向
型
研
修
会
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
各
学
級
の
保
育
を
録
画
し
た
D
V
D

を
参
加
者
に
送
付
し
事
前
視
聴
を
前
提
と
し
ま
し
た
。
当
日
は
新
潟
大
学
教

職
大
学
院 

中
島
伸
子
准
教
授
に
よ
る
大
学
か
ら
のZoom
に
よ
る
講
演
会
・

小
グ
ル
ー
プ
で
の
情
報
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
保
育
現
場
に
居
な
が
ら
に

し
て
多
人
数
で
参
加
で
き
た
り
、
異
校
種
や
様
々
な
地
域
、
様
々
な
立
場
で

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
状
況
下
に
お
け
る
教
科
指
導・

学
級
づ
く
り
等
を
内
容
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
双
方
向
型
研
修
会
『
教
師
力
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
』
を
6
月
か
ら
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
で
に
、
家
庭
の
機
材
不
足
へ
の
対

応
と
し
て
、
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
貸
出
し
た
り
、
時
間
割
通
知
を

メ
ー
ル
配
信
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
活
用
へ
発
展
さ
せ
た
り
し
ま
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
上
の
ド
ラ
イ
ブ

に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
へ
の
授
業
の
様

子
を
伝
え
る
簡
単
な
日
記
や
授
業
で
使
用
し
た
資
料
等
を
掲
載
す
る
等
、

家
庭
と
学
校
を
繋
ぐ
機
能
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
取
組
は
、
本
校
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
戦
す
る

多
く
の
学
校
や
教
職
員
が
知
り
た
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
そ
の
も
の
を
研
修
内
容
と
し
て
、「
実
践
編
」

と
「
導
入
編
」
の
二
種
の
実
技
研
修
会
を
五
回
行
い
ま
し
た
。
前
者
を
三

回
（
約
三
百
名
参
加
）、
後
者
を
二
回
（YouTube

ラ
イ
ブ
を
含
め
約

三
百
五
十
名
参
加
）
実
施
し
、
本
校
で
作
成
し
た
保
護
者
向
け
メ
ー
ル
や

文
書
等
も
無
料
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
に
も
研
修
会
や
資
料

等
を
情
報
共
有
し
、
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
推
進
へ
も
資
す
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
取
組
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
緊
急
対
応
と
い
う
側
面
を
も
っ
て

い
ま
す
が
、「
新
し
い
学
校
教
育
」へ
の
き
っ
か
け
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
、

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

※ Zoom

…Zoom

ビ
デ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
米
国
）
が
提
供

す
るW

eb

会
議
シ
ス
テ
ム

未曾有の時―生徒の安全を守るには 大学・附属連携による開発と貢献

双方向オンライン授業の可能性を探る

東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校

新
潟
大
学
附
属
長
岡
校
園

北
海
道
教
育
大
学
附
属
札
幌
小
学
校

　
本
校
の
教
育
環
境
や
本
校
児
童
生
徒
に
と
っ
て
の
必
要
性
か
ら
、
週
一
回
午
前
中
の
登

校
日
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
（
図
1
）。
登
校
日
を
と
お
し
て
、
生
活
リ
ズ
ム
と
家

庭
学
習
状
況
の
把
握
、
学
校
再
開
後
の
生
活
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
な
ど
、
多
く
の
成
果

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
休
校
期
間
の
大
学
教
員
と
の
連
携
が
私
た
ち
の
実
践
に
役
立
ち
、

県
立
特
別
支
援
学
校
と
の
実
践
交
流
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

〈
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
登
校
日
〉

　
週
一
回
仲
間
と
過
ご
す
時
間
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
励
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
表

情
や
会
話
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
仲
間
と
の
関
わ
り
も
大
事
に
し
つ
つ
、
登
校
日
は
学
級

活
動
、
体
育
、
国
語
、
美
術
、
作
業
学
習
な
ど
通
常
の
授
業
を
中
心
に
し
ま
し
た
。
感
染

症
予
防
と
し
て
の
手
洗
い
の
仕
方
、
距
離
の
取
り
方
も
伝
え
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、iPad

で
学
習
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
、
進
路
に
つ
い
て
家
の
人
と
話
す
、
貼

り
絵
や
イ
ラ
ス
ト
の
制
作
、iPad

でZoom

の
使
い
方

を
試
す
な
ど
、
家
庭
学
習
に
つ
な
ぐ
内
容
を
重
視
し
ま

し
た
。

〈
家
庭
学
習
支
援
〉

　
登
校
日
に
家
庭
学
習
状
況
を
把
握
し
、
随
時
家
庭
学

習
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
登
校
日
の
授
業
で
家

庭
学
習
に
つ
な
ぐ
内
容
を
重
視
し
、
家
庭
学
習
の
幅
を

広
げ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
高
等
部
3
年
生
は「
リ
モ
ー

ト
朝
の
会
」を
行
い
ま
し
た
の
で
、こ
の
後
紹
介
し
ま
す
。

〈
大
学
教
員
と
の
連
携
―
リ
モ
ー
ト
朝
の
会
―
〉

　
高
等
部
で
は
、
数
年
前
か
ら
情
報
教
育
専
門
の

大
学
教
員
と
連
携
し
て
情
報
の
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
に
大
学
教
員
に
リ
モ
ー

ト
朝
の
会
に
つ
い
て
相
談
し
、技
術
側
面
に
加
え
、

「
能
動
性
を
引
き
出
す
」「
一
日
の
目
標
を
も
つ
」

「
身
支
度
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
」の
3
つ
の
有
効
性
を
お
さ
え
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
登
校
日
に
事
前
指
導
が
で
き
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
活
用
が
で

き
ま
し
た
。
健
康
観
察
、
今
日
の
予
定
の
発
表
、
運
動
が
主
な
朝
の
会
の
内

容
で
す
。
全
員
が
参
加
で
き
る
日
も
あ
っ
た
り
、
朝
の
会
の
最
中
に
生
徒
同

士
が
自
然
な
会
話
が
で
き
た
り
と
、
成
果
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

〈
地
域
の
特
別
支
援
学
校
と
の
実
践
交
流
―
リ
モ
ー
ト
朝
の
会
―
〉

　
先
述
の
大
学
教
員
の
紹
介
で
、
本
校
に
リ
モ
ー
ト
朝
の
会
の
実
施
に
つ
い

て
県
立
特
別
支
援
学
校
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
校
の
実
践

事
例
の
紹
介
や
実
践
課
題
や
有
効
な
手
立
て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
目
的

に
、
リ
モ
ー
ト
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
校
で
も
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
、
本
校
同
様
に
、
休
校
期
間
中
の
取
り
組
み
と
し
て
保
護
者
や
本
人

の
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
休
校
期
間
中
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
、
日
常
の
教
育
活
動
の
質
が
緊

急
時
に
お
い
て
活
き
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
今
後
も
保
護
者
と
の
協

力
関
係
の
も
と
教
育
活
動
の
精
選
と
工
夫
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
地
域
に
貢
献
す
る
学
校
で
あ
る
た
め
、
大
学
と
連
携
し
今
日
的
な
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

登校日を活用した家庭学習支援より

静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

グループトークの様子 中学校オンライン学習

図1

リモート朝の会の様子
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学
校
内
で
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
取
り
組
み　
全
国
一
斉
臨
時
休

校
後
、
週
に
1
回
程
度
担
任
か
ら
電
話
連
絡
を
行
い
、
健
康
や
生

活
の
様
子
を
確
認
し
、
保
護
者
や
児
童
生
徒
の
気
持
ち
に
共
感
し

傾
聴
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
教
職
員
間
で
は
感
染
防
止
の
た
め

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
学
習
内
容
・
活
動
、
施
設
等
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
休
校
中
に
児
童
生
徒
の
居
場
所
確
保
が

困
難
な
場
合
に
は
、
学
校
で
児
童
生
徒
の
受
入
が
で
き
る
こ
と
を

保
護
者
に
周
知
し
、
受
入
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

大
学
と
の
連
携　
換
気
や
感
染
リ
ス
ク
を
伴
う
保
健
室
や
ト
イ
レ

等
の
課
題
に
つ
い
て
、
大
学
施
設
課
か
ら
、
全
教
室
の
換
気
シ
ス

テ
ム
・
換
気
方
法
に
対
す
る
説
明
・
助
言
、
さ
ら
に
施
設
の
改
良

に
も
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
教
室
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
消
毒
、
給
食
や
歯
磨
き
等
の
感
染
防
止
対
策
に
関
す
る

本
校
校
医
・
心
身
健
康
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
指
導
と
、
学
校
薬
剤

師
か
ら
の
換
気
や
消
毒
方
法
の
指
導
を
基
に
、
対
策
上
の
留
意
点

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
大
学
の
広
報
係
に
は
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
学
習
支
援
ペ
ー
ジ
」
新
設
に
助
力
を
得
ま
し
た
。
大
学
か

ら
直
接
に
、
迅
速
で
的
確
な
説
明
や
指
導
・
助
言
を
得
る
こ
と
の

で
き
る
附
属
学
校
の
素
晴
ら
し
さ
を
つ
く
づ
く
実
感
し
ま
し
た
。

地
域
へ
の
取
り
組
み　

本
校
は
、
地
方
新
聞
の
折
込
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
誌
に
月
1
回
投
稿
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
取
組
を
地
域
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
5
月
号
と
6
月
号
の
記
事
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
4
月
、
熊
本
で
は
約
1
ヶ
月
の
休
校
が
決
定
し
、
本
校
も
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
こ
と
を
決
断
し
た
。
し
か
も
、
目
指
す
授
業

は
、
本
校
綱
領
の
「
響
き
合
い
の
精
神
」
を
基
調
に
し
た
双
方
向

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
でZoom

会

議
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
職
員
は
わ
ず
か
2
名
、
他
の
職
員
は

全
く
の
素
人
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ハ
ー
ド
面
は
全

校
生
徒
5
4
0
名
に
対
し
て
生
徒
用
のipad

が
80
台
、
モ
バ
イ

ル
パ
ソ
コ
ン
40
台
、
教
職
員
25
名
に
対
し
てipad

12
台
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
は
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
ピ
ン
チ
は
必
ず
チ
ャ
ン
ス
に

代
わ
る
と
信
じ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
向
け
た
準
備
を
は
じ
め
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
各
家
庭
の
実
態
を
調
査
し
、
端
末
が
な
い
家
庭
に

はipad

等
を
貸
し
出
し
た
。
大
学
に
はZoom

の
ラ
イ
セ
ン
ス
購

入
と
学
部
の
情
報
教
育
の
教
員
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
研
修
を
依

頼
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
な
ど
全
職
員
で
の

準
備
の
結
果
、
4
月
20
日
に
はZoom

 

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
の
1
週
間
は
1
日
に
2

～
3
時
間
の
授
業
を
行
い
4
月
30
日
か
ら
は
1
日
に
5
時
間
の
授

業
を
行
う
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
行
事
の
削
減
も
あ
り
9

教
科
の
授
業
時
数
は
例
年
並
の
時
数
を
5
月
末
に
は
確
保
で
き

た
。（
5
月
末
ま
で
は
完
全
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
）
さ
ら

　
休
校
措
置
や
休
校
中
の
学
習
・
生
活
支
援
を
含
め
た
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
は
、
学
長
や
学
部
長
か
ら
も
指
導
助
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
小
学
校
、
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
幼
稚
園
が
足
並

み
を
揃
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
か
ら
は
、Zoom

の
有
料
ラ
イ
セ
ン
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
校
園
で
必
要
な
数
を
配
分
し

て
い
た
だ
き
、
休
校
期
間
だ
け
で
な
く
、
通
常
再
開
と
な
っ
て
も

遠
隔
教
育
や
保
護
者
、
地
域
住
民
と
の
協
議
な
ど
に
使
用
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
校
が
こ
の
休
校
期
間
の
支
援
で
大
切
に
し
た
こ
と
は
、
生
徒

の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
と
、
生
徒
と
教
員
、
生
徒
と
生

徒
と
の
絆
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
絆
づ
く
り
は

年
度
当
初
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
遠
隔
教
育
を
進
め
る
上
で
、
必

要
火
急
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
ま
ず
、
学
校
H
P
を
活
用
し
た
支
援
準
備
が
整
う
4
月
20
日
ま

で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の
状
況
を
、
学
習
課
題
を
手
交
す
る

た
め
の
臨
時
登
校
日
に
直
接
見
取
っ
た
り
、
電
話
で
聞
き
取
っ
た

り
し
た
。
学
校
H
P
の
準
備
が
整
っ
て
か
ら
は
、
学
校
H
P
上
に

保
護
者
と
生
徒
だ
け
が
閲
覧
で
き
る
「
学
習
生
活
支
援
ペ
ー
ジ
」

を
設
け
、
毎
日
各
教
科
の
課
題
を
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

ペ
ー
ジ
内
に
『
メ
ー
ル
で
の
質
問
』
の
コ
ー
ナ
ー
も
ア
ッ
プ
し
、

生
徒
が
直
接
学
級
担
任
や
教
科
担
任
に
質
問
や
相
談
を
で
き
る
よ

　
本
校
で
は
、
臨
時
休
業
中
の
子
ど
も
の
学
習
機
会
を
確
保
す
る

た
め
、全
校
生
を
対
象
と
し
た
双
方
向
遠
隔
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

W
i-Fi

等
の
通
信
環
境
が
整
っ
て
い
る
家
庭
は
9
割
程
度
、
学
校

か
ら
貸
し
出
せ
る
端
末
は
約
10
台
あ
る
も
の
の
、
通
信
環
境
が
な

け
れ
ば
使
え
ま
せ
ん
。
多
く
の
学
校
と
同
様
、G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
に
向
け
た
準
備
は
ま
だ
計
画
段
階
で
あ
り
、
子
ど
も
の
た

め
に
学
校
が
用
意
で
き
る
機
器
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
、
4
月

13
日
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
遠
隔
授
業
の
実

施
に
向
け
て
、
家
庭
に
あ
る
機
器
と
通
信
環
境
に
頼
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
残
り
1
割
の
子
ど
も
に
は
授
業
を
録
画
し
た

D
V
D
を
配
付
し
、
質
問
を
電
話
で
受
け
付
け
る
な
ど
、
で
き

る
か
ぎ
り
の
工
夫
を
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
方
、

教
員
も
遠
隔
授
業
の
経
験
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
手
探
り
の
状
態
か
ら

始
め
、互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

4
月
末
に
は
遠
隔
で
子
ど
も
と
の
や
り

と
り
を
始
め
、
連
休
明
け
の
5
月
7
日

か
ら
5
月
末
ま
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

な
く
全
校
生
に
23
時
間
の
遠
隔
授
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
遠
隔
授
業
の
シ
ス
テ
ム
は
、
香
川
大

学
が
包
括
契
約
し
て
い
る
「Skype 

for business

」（
通
称Kadype

）
を

　
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
校
も

長
い
臨
時
休
業
期
間
と
な
り
ま
し
た
。
休
み
中
の
保
護
者
と
の
や

り
と
り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
家
庭
で
一
人
で
過
ご
す

こ
と
が
難
し
く
、
期
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
対
応
も
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
保
護
者
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
地
域
は
休
業
す
る
店
舗

も
増
え
始
め
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
地
域
の
方
々
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
職
員
間
で
話
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
職
員
全
員
で
子
ど
も
た
ち
及
び
保
護
者
そ
し
て

地
域
に
向
け
て
“
元
気
”
を
届
け
た
い
、と
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
学
習
の
保
障
の
目
的
で
「
学
習
動
画
配
信
」
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
学
校
の
学
習
を
思
い
出
し
、
家
庭
で
も
取

り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
音
楽
、
体
育
、
図
画
工
作
（
美
術
）
な
ど

の
学
習
内
容
を
教
職
員
出
演
に
よ
る
動
画
を
制
作
し
、
H
P
を
通

し
て
配
信
し
ま
し
た
。
自
立
活
動
の
内
容
と
し
て
制
作
し
た
手
洗

い
方
法
動
画
に
は
校
長
自
ら
出
演
し
、
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
て
配
信
し
ま
し
た
。「
家
で
で
き
る
学
習
、

そ
し
て
学
校
が
始
ま
っ
た
ら
友
達
や
先
生
と
一
緒
に
で
き
る
内

容
」
と
し
て
複
数
の
動
画
が
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
取
組
の
中
で
で
き
た
教
材
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
応
援
ソ
ン

グ「
学
校
で
待
っ
て
い
る
よ
」が
あ
り
ま
す
。
職
員
が
分
担
し
て
、

　
「
桐
陰
祭
、
や
り
ま
す
！
」
全
国
の
学
校
に
お
け
る
行

事
が
続
々
と
中
止
と
な
る
中
、
生
徒
達
が
文
化
祭
の
実
施

を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の
が
5
月
上
旬
の
こ
と
。「
桐
陰

祭O
nline

」
と
称
し
、W

eb

上
で
の
仮
想
空
間
を
活
用

し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ク
ラ
ス
・
部
活
動
の
出
し
物
等
を

企
画
し
て
い
ま
す
（
10
月
18
日
開
催
予
定
）。
あ
れ
も
で

き
な
い
、
こ
れ
も
で
き
な
い
と
し
て
中
止
に
す
る
の
は
簡

単
な
こ
と
で
す
が
、
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
で
は
生
徒

も
教
員
も
、
こ
の
状
況
下
な
ら
で
は
の
で
き
る
こ
と
、
こ
の
状
況
下
な
ら
で

は
の
学
び
を
追
究
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
上
旬
、
休
校
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

休
校
時
の
生
徒
の
学
習
保
障
に
関
す
る
学
校
と
し
て
の
「
基
本
方
針
」
を
、

教
員
会
議
に
て
決
議
し
ま
し
た
。

生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
生
徒
が
ひ

と
し
く
、
質
の
高
い
学
習
・
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
最
大

限
の
努
力
を
す
る

　
た
だ
ち
に
教
員
有
志
11
名
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
た
め
、Google Form

s

を
活
用
し
て
各
家
庭

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
調
査
を
行
い
、Chrom

ebook

、
ポ
ケ
ッ

トW
i-Fi

の
無
償
貸
与
を
行
っ
た
。（Google for Education

遠
隔
学

◆ 

4
月
1
日
、
令
和
2
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
2
日
に
は
、
学

校
再
開
に
向
け
て
、
教
職
員
全
員
で
非
接
触
型
の
体
温
測
定
と

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
消
毒
等
の
感
染
防
止
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
予
測
困
難
な
時
代
に

あ
っ
て
は
、
学
校
教
育
に
は
、
子
供
た
ち
に
様
々
な
変
化
に
対

応
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。
感
染
防
止
に
立
ち
向
か
う
現
在
の
世
界
の
状
況
は
、
正

に
予
測
困
難
な
時
代
で
あ
り
、
子
供
た
ち
以
前
に
私
た
ち
教
職

員
に
、
変
化
に
対
応
す
る
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教

職
員
が
協
働
し
、
感
染
防
止
の
た
め
に
学
校
が
行
え
る
こ
と
を

し
っ
か
り
考
え
創
意
工
夫
し
て
実
践
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

 

ま
た
、
住
宅
地
に
あ
る
本
校
の
登
校
時
の
工
夫
に
つ
い
て
、
6

月
号
の
記
事
で
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
自
動
車
送
迎
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
体
温
等
を
記
入
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
で
車
内
か
ら
教
員
に
提
示
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

登
校
時
の
混
雑
を
避
け
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
に
確
認
で
き
る
よ

う
、
職
員
の
発
案
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
想
定
し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
学
校
で
も
様
々
に
工
夫
を
重
ね
感
染
防
止
対
策
や
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
本
校
教
育
に
、
ご

理
解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
校
長　
北
岡
八
千
代
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
の
生
徒
と
の
や

り
と
り
に
、
大
学
が
管
理
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

も
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
職
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
内

容
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
、
5
月
19
日
の
校
内
研
修
（
数

学
の
授
業
研
）
を
皮
切
り
に
各
教
科
と
もZoom

に
よ
る
研

究
授
業
を
ぞ
く
ぞ
く
と
実
施
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に

努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
研
究
会
に
は
県

外
の
先
生
が
参
加
す
る
等
、そ
の
可
能
性
が
お
お
い
に
広
が
っ
た
。

　

本
校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
約
8
割
の
生
徒
が
「
授
業
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
」
と
回
答
。

生
徒
は
、
好
意
的
に
授
業
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、Zoom

の
利

用
は
授
業
だ
け
で
な
く
生
徒
間
に
も
広
が
っ
た
。
生
徒
会
役
員
が

Zoom

会
議
を
お
こ
な
い
、
全
校
生
徒
に
向
け
た
動
画
を
作
成
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
校
の
実
践
は
地
域
の
学
校
に
広
が
り
、

情
報
提
供
す
る
だ
け
で
な
くipad

20
台
を
近
隣
の
中
学
校
に
貸
し

出
し
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
推
進
に
役
立
て

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
10
月
9
日
（
金
）
に
は
、各
教
科
、

文
部
科
学
省
の
教
科
調
査
官
等
を
招
き
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
究
発
表
会
を
実
施
す

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
研
究
の
可
能

性
と
新
学
習
指
導
要
領
で
目
指
す
教
育
に

つ
い
て
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
。
詳
し
く

は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

う
に
し
た
。

　
そ
し
て
、4
月
下
旬
以
降
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
っ
た
学
級
や
学
年
か
ら
、
順
次

Zoom

を
活
用
し
た
短
学
活
を
行
い
、
学
級

担
任
と
生
徒
、
生
徒
同
士
の
絆
づ
く
り
に
努

め
た
。
5
月
11
日
か
ら
5
月
26
日
ま
で
は
、

分
散
登
校
を
実
施
し
た
。
3
年
生
は
通
常
登

校
を
再
開
し
た
が
、
1
年
生
は
、
午
前
に
登

校
し
て
3
時
間
の
対
面
授
業
、
午
後
に
2
時

間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
帰
り

の
会
を
行
っ
た
。
ま
た
、
2
年
生
は
午
前
に

オ
ン
ラ
イ
ン
朝
の
会
と
2
時
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
午
後
に
登

校
し
て
3
時
間
の
対
面
授
業
を
行
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
24
時
間
実
施
で
き
た
。
S
N
S
に
不
慣
れ

な
教
員
に
は
戸
惑
い
が
大
き
か
っ
た
が
、
S
N
S
に
親
し
ん
で

い
る
生
徒
は
操
作
等
も
手
慣
れ
て
お
り
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
休
校
期
間
の
実
践
を
通
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
生
徒
の
表
情
や
反
応
を
把
握
し
や
す
い
こ

と
や
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
一
人
一
人
の
意
見
や
疑
問
を
把
握
し
や

す
い
こ
と
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
進
め
方
や
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
学

校
H
P
で
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
秋
季
公
開
研
究
協

議
会
等
の
機
会
に
、
地
域
の
公
立
学
校
へ
情
報
提
供
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

活
用
し
、
遠
隔
講
義
を
し
て
い
る
香
川
大
学
の
教
員
か
ら
技
術
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
か
ら
多
人
数

に
通
信
が
で
き
る
か
の
テ
ス
ト
を
、
大
学
教
員
に
よ
る
1
0
0

名
以
上
の
学
生
を
対
象
と
し
た
遠
隔
講
義
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
こ
と
で
、
通
信
回
線
に
問
題

が
な
い
と
分
か
り
、
授
業
に
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

　
実
際
の
遠
隔
授
業
で
は
、
時
間
割
表
に
沿
っ
て
同
学
年
の
担
任

2
名
が
交
替
で
2
学
級
70
名
を
対
象
に
授
業
を
進
め
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
印
象
的
で
、
友
達
や
担
任
に
会
え
る
こ
と
が

大
き
な
喜
び
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
教
員
も
子
ど
も
の
様
子

を
把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
授
業
を
進
め
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
に
も
好
評
で
、
D
V
D
の
配
付
も

含
め
て
遠
隔
授
業
に
つ
い
て
「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。

　
香
川
県
内
の
小
学
校
で
双
方
向
遠
隔
授
業
は
初
め
て
だ
っ
た
た

め
、
県
教
育
セ
ン
タ
ー
や
市
町
教
育
委
員
会
、
学
校
な
ど
か
ら
見

学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
授
業
の
進
め
方
や
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
説
明
し
、
本
校
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
文
書
（
本
校

H
P
に
掲
載
）も
提
供
し
ま
し
た
。
新
聞
に
も
計
4
回
掲
載
さ
れ
、

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
貢
献
と
い
う
附
属
校
の
役
割
を
果
た
せ
る
と

と
も
に
、
臨
時
休
業
中
、
保
護
者
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
教

員
が
懸
命
に
遠
隔
授
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
様
々
な
場
で
認
め

ら
れ
、
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

https://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~sakasho/enkakujugyou.pdf

作
詞
作
曲
・
演
奏
及
び
映
像
の
編
集
を
行

い
ま
し
た
。
曲
は
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
歌
詞
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
感
染
症
の
収
束
を
心
待
ち
に
す
る
地

域
の
方
々
へ
の
応
援
ソ
ン
グ
と
し
て
も
聴

い
て
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、「
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
街=

元

気
な
街
」
と
い
う
思
い
を
込
め
た
歌
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
道
内
の
新
聞
3
紙
及
び
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
通
し
て
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
新
聞

函
館
支
社
の
報
道
部
長
が
出
演
し
た
ラ
ジ
オ
（
F
M
い
る
か
）

で
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な
ど
地
域
の
方
々
に
聴
い
て
い
た
だ
く
機

会
を
数
多
く
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
方
の
紹
介

で
、
北
京
市
在
住
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
か
ら
電
話
に
よ
る

取
材
を
受
け
、F
M（Air-G

）で
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
休
業
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
生
活
リ
ズ
ム

が
狂
い
健
康
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
「
直
接
会
え
な
い
先
生
の
姿
を
動
画
等
で
見
る
だ
け
で
も
安

心
感
に
つ
な
が
る
」と
い
う
声
を
保
護
者
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
感
染
予
防
の
対
策
は
続
い
て
お
り
、
日
常
が
戻
っ
た

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
通
常
登
校
が
再
開
さ
れ
た
本
校
で
は
、
現

在
「
学
校
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
な
が
ら
元

気
を
届
け
よ
う
」
と
今
度
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
発
信
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
副
校
長　
太
田
千
佳
子
）

習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
支
援
も
活
用
）

・ 

本
校
が
重
視
す
る
対
話
型
の
授
業
を
実
現
す
る
た
め
、
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
や
投
票
機
能
の
あ
るZoom

の
活
用
を
決

定
。
全
教
員
を
ホ
ス
ト
と
す
る
教
育
プ
ラ
ン
と
契
約
。

・ Zoom

等
を
活
用
し
た
「
ラ
イ
ブ
配
信
型
」、YouTube

等
を

活
用
し
た
「
動
画
配
信
型
」、Google

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
等
を
活

用
し
た
「
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
型
」
の
授
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

置
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
の
枠
組
み
を
作
っ
た
。

・ 

教
員
対
象
のGoogle Classroom

講
習
会
、Zoom

講
習
会

を
開
催
し
た
。

・ 

複
数
回
に
わ
た
る
健
康
調
査
を
実
施
し
た
り
、
全
生
徒
を
対
象

に
毎
朝
「
朝
体
操
」
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒

の
生
活
・
健
康
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
に
つ
と
め
た
。

・ 

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
実
践
を
紹
介
し
た
。（
動
画
14
本
、テ
キ
ス
ト
資
料
23
部
）

・ 

5
月
30
日
、
全
国
の
先
生
方
を
対
象
と
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
研
究
会
」
を
開
催
し
、
約
2
5
0
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

・ 

生
徒
会
が
「
新
入
生
歓
迎
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
新
入
生
向

け
に
す
べ
て
の
部
活
動
、
委
員
会
を
紹
介
す
る
動
画
を
掲
載

し
た
。

　
詳
し
く
は
H
P
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

筑
波
大
学
附
属
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ　
→　
休
校
期
間
中

の
本
校
の
取
り
組
み

http://w
w

w
.high-s.tsukuba.ac.jp/shs/w

p/closure/

鳴教大附属特別支援学校の取組ピンチをチャンスに！
双方向のオンライン授業への挑戦 四校園と大学との連携による対応準備ゼロから始めた双方向遠隔授業

学習動画の配信で地域を元気に！この瞬間ならではの学びを

鳴
門
教
育
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
中
学
校

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
小
学
校

北
海
道
教
育
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校

筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校

　
本
園
は
、
4
月
8
日
に
令
和
2
年
度
の
保
育
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
と
国

の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
4
月
20
日
か
ら
2
回
目
の
臨
時
休
園
措
置
を
と
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
5
月
末
日
ま
で
の
長
い
休
業
期
間
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
「
幼
稚
園
に
何
が
で
き
る
の
か
？
」
を
教
職

員
全
員
で
模
索
し
、
休
園
中
で
も
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
、
さ

さ
や
か
な
取
組
を
実
践
し
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
園
児
向
け
の
取
組�

～youtube

を
利
用
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
配
信
～

　
休
園
中
の
4
月
、
5
月
に
誕
生
日
を
迎
え
た
園
児
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

家
庭
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味

も
込
め
て
、
職
員
全
員
で
「
や
ま
の
お
ん
が
く
か
」
の
歌
と
器
楽
演
奏
を
行
い

ま
し
た
。
撮
影
し
た
も
の
はyoutube

に
限
定
公
開
し
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
U
R
L

を
メ
ー
ル
で
各
家
庭
に
配
信
し
ま
し
た
。
視
聴
し

た
保
護
者
か
ら
は
「
楽
し
い
演
奏
で
し
た
」「
子

供
が
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
も
分
散
登
園
開
始
前
に

担
任
教
諭
ら
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信

を
行
い
ま
し
た
。
週
に
一
度
の
電
話
連
絡
だ
け
で

な
く
園
や
先
生
方
の
様
子
を
映
像
で
届
け
る
こ
と

で
園
児
に
幼
稚
園
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て
も
ら

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

②
地
域
へ
の
取
組�

～
保
護
者
と
共
に
子
育
て
を
～

　
外
出
自
粛
を
要
請
さ
れ
る
中
、
市
内
の
公
共
施

Ⅰ
C
T
を
活
用
し
た
感
染
防
止
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
臨
時
休
業
と
な
っ
た
。
感

染
拡
大
が
収
束
の
方
向
に
向
か
い
登
校
日
が
設
け
ら
れ

る
と
、
登
校
時
の
検
温
が
必
要
と
な
っ
た
。
検
温
カ
ー

ド
な
ど
を
用
い
て
確
認
す
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
そ
の
方
法
で
は
、
学
校
側
の
検
温
結
果
の
記
録
の

手
間
や
あ
る
児
童
が
学
校
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
時

に
、朝
の
検
温
結
果
を
担
任
以
外
が
把
握
で
き
な
い
課
題
等
が
考
え
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
本
校
で
は
大
阪
教
育
大
学
連
合
教
職
大
学
院
の
協
力
を
得
て
、

保
護
者
が
各
家
庭
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
P
C
な
ど
を
用
い
て
検
温
の
結
果

を
デ
ー
タ
送
信
で
き
る
ア
プ
リ
を
開
発
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
を
用
い
る
こ
と

で
、
検
温
カ
ー
ド
の
返
却
や
記
録
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
の
ア
プ
リ
が
よ
り
優
れ
て
い
る
点
は
、
全
教
職
員
が
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
す
る
こ
と
で
全
児
童
の
検
温
結
果
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
P
C
で
確
認
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
児
童
が
学
校
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
全
教
職
員
が
す
ぐ
に
そ
の
児
童
の
検
温
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、検
温
結
果
の
デ
ー
タ
は
自
動
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
検
温
結
果
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
万
が
一
感
染
者
が
い

た
場
合
に
は
、
接
触
し
た
と
考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
児
童
の
検
温
結
果
の

設
や
公
園
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
い
自
粛
期
間
、
家
中
心
の
生
活
は
、

子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
子
育
て
を
す
る

保
護
者
に
と
っ
て
も
相
当
な
ス
ト
レ
ス

に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本

園
は
子
供
た
ち
が
思
い
っ
き
り
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
広
い
園
庭
を
有
し

て
お
り
、
季
節
的
に
ち
ょ
う
ど
園
庭
の

桜
が
満
開
の
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
屋
外
で
3
密
を
防
ぐ
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、
園
庭
を
開
放
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
園
庭
の

桜
が
き
れ
い
で
す
。
お
天
気
の
良
い
日
に
お
子
様
と
一
緒
に
園
庭
の

様
子
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
？
」
と
メ
ー
ル
で
呼
び
掛
け
て
み
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
保
護
者
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
多
い
日
だ
と
1
日

に
10
家
庭
ほ
ど
が
園
を
訪
れ
、
親
子
で
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
園
と
し
て
も
簡
単
に
で
き
る
工
作
の
道
具
や
外
遊
び
に
使
え

る
も
の
を
玄
関
に
準
備
し
た
り
、
子
供
た
ち
や
ご
家
族
の
遊
び
に
寄

り
添
っ
た
り
し
て
ご
家
族
の
外
遊
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
休
園

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
と
連
携
し
た
子
育
て
支
援
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
意
識
を
幼
稚
園
と
家
庭
が
共
有
で
き
る
こ
と

で
、
共
に
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ
て
行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
実
践
し
て
き
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
の
こ
と
を
教
訓

に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
「
つ
な
が
り
」
の
意
識
は
大
切
に
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
も
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
ア
プ
リ
試
用U

RL　

http://w
w

w
.ikeda-e.oku.ed.jp/~online/taion.pdf

）

休
業
時
の
動
画
配
信
（
配
信
の
目
的
の
変
化
と
実
績
）

　
本
校
で
は
、
平
時
か
ら
パ
ス
ワ
ー
ド
で
保
護
さ
れ
た
児
童
・
保

護
者
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
学
校
か
ら
の
連
絡
や
児

童
の
学
校
で
の
様
子
を
伝
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
動
画
を
配
信
す
る
に
あ
た
り
、
保
護
者
や
児
童
は
特

に
抵
抗
な
く
こ
の
方
法
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
新
し
い
学
年
、
新
し
い
学
級
、
新
し
い
担
任
の
先
生
。
4
月
当

初
は
こ
れ
ら
の
不
安
を
取
り
除
き
、
教
員
と
児
童
が
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
の
動
画
作
成
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
教
員

の
自
己
紹
介
、
外
出
自
粛
に
伴
う
不
安
や
新
学
年
へ
の
不
安
を
払

し
ょ
く
す
る
た
め
の
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
的
な
動
画
な
ど
で

あ
る
。
4
月
中
旬
以
降
は
、
児
童
の
規
則
正
し
い
生
活
と
学
習
保

障
に
重
点
を
置
き
、
毎
日
、
各
学
年
1
本
以
上
の
教
科
書
を
活
用

し
て
家
庭
学
習
で
き
る
よ
う
な
学
習
補
助
動
画
を
作
成
し
た
。
こ

れ
ら
の
動
画
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
学
習
計
画
を
も
と

に
児
童
た
ち
は
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
動
画
で
の
授
業

に
慣
れ
た
後
半
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
シ
ス
テ
ム
（
ロ
イ
ロ
ノ
ー

ト
）
を
用
い
て
、
課
題
の
配
布
や
提
出
も
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に

な
り
、
教
師
と
児
童
の
つ
な
が
り
が
よ
り
密
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
の
結
果
、
学
校
再
開
後
、
児
童
は
自
然
と
学
校
生
活
に
と

け
こ
む
と
と
も
に
、
児
童
の
家
庭
学
習
の
成
果
を
授
業
の
中
で
活

か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

休園だからこそつながりを大切に！新型コロナウイルスによる休業に伴う附属の取組

北
海
道
教
育
大
学
附
属
旭
川
幼
稚
園

大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校

緊急特集 コロナ禍の学校休業中、国立大附属学校園はどう動いたか

ケーブルテレビに出演して
オリジナルソングを紹介

2年オンラインに
よる朝学活

2年オンラインに
よる数学授業ドライブスルー健康チェック

検温とスクールバス消毒の研修

筑波大学附属高校の取り組み

ICTを活用した感染防止策

オンライン授業の
発信の様子

各家庭でのオンラインでの体育授業の様子
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当
園
で
は
、
保
護
者
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
で
す
。

昨
年
度
は
7
つ
の
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
2
つ
の
活
動
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
お
父
さ
ん
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
給
食
づ
く
り

　

園
庭
整
備
な
ど
、
主
に
力
仕
事

が
必
要
と
な
る
場
面
で
の
活
躍
が

多
か
っ
た
、
お
父
さ
ん
ク
ラ
ブ
。

当
園
は
全
国
で
も
類
を
見
な
い
、

保
護
者
に
よ
る
手
作
り
給
食
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
お
父
さ
ん
だ

け
の
手
作
り
給
食
を
実
現
し
ま
し

た
。
給
食
を
食
べ
た
子
ど
も
達
か

ら
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
新
し
い
時
代
を
反
映
し
た
食
育
の

在
り
方
を
示
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

②
音
楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
歌
の
制
作

　
一
昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
り
、
園
庭
の
樹
木
が

倒
れ
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
寂

し
さ
を
抱
え
る
中
、折
れ
た
は
ず
の
桜
の
木
か
ら
、

時
季
外
れ
の
桜
が
一
輪
咲
き
、
見
る
者
に
大
き
な

励
ま
し
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
音
楽
ク

ラ
ブ
が
、
そ
の
思
い
を
作
詞
、
作
曲
し
た
「
さ
く

ら
の
バ
ト
ン
」
の
歌
を
披
露
し
、
皆
が
力
を
合
わ

せ
、
新
た
に
前
を
向
く
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
当
園
は
「
い
つ
で
も
、だ
れ
で
も
、

ど
な
た
で
も
」
と
い
う
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に

P
T
A
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
達
に
還
元
す
る
活
動
が
続
い
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
附
属
だ
よ
り
1
1
4
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
阪
教
育
大
学
附
属
幼
稚
園

優
秀
賞　
事
業
部
門

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校

会
長
賞　

　
本
校
P
T
A
で
は
、
活
動
の
中
心
を
子
供
達
の
安
全
確
保
と
学
習

支
援
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
や
り
が
い
の
あ
る
、
か
つ
参
加
し
や
す

い
体
制
へ
と
見
直
し
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
先
ず
は
作
業
の
効
率
化
を
進
め
、
さ
ら
に
全
体
量
を
削
減
す
る
事

で
常
置
委
員
会
の
活
動
を
縮
小
。
こ
れ
に
代
え
て
見
直
し
委
員
会
や

放
課
後
教
室
検
討
委
員
会
な
ど
必
要
に
応
じ
臨
時
委
員
会
を
公
募
に

よ
り
組
織
す
る
事
で
負
担
感
を
軽
減
し
ま
し
た
。
P
T
A
専
用
H
P

の
開
設
や
登
下
校
確
認
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
導
入
等
I
T
も
率
先
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。
H
P
に
至
っ
て
は
、
導
入
後
た
っ
た
の
一
年
で

一
日
3
万
件
を
こ
え
る
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
組
織
改
編
に
よ
り
地
域
貢
献
も
容
易

と
な
り
、
私
の
前
任
の
長
澤
氏
は
市
P
連

の
副
会
長
を
任
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
P
T
A
は
学
校
行
事
を
手
伝
う
た
め
の

組
織
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。我
々
の
役
割
は
、

主
役
で
あ
る
子
供
達
を
舞
台
裏
か
ら
い
か

に
支
え
輝
か
せ
る
か
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。
そ
し
て
最
優
先
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
、
何
よ
り
も
大
切
な
我
が
子
が
通
う
学
校
を
、

よ
り
安
全
で
よ
り
楽
し
い
場
所
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
一
人
の
親
と
し
て
保
護
者
と
し
て
、何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
か
、

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
も
う
一
度
見
直
す
時
期
に
来
て

い
ま
す
。P
T
A
の
あ
る
べ
き
姿
を
全
員
で
考
え
、時
代・地
域・ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
組
織
へ
変
え
て
い
く
こ
と
は
必
須
な
の
で
す
。

�

（
令
和
元
年
度
P
T
A
会
長　
釜
井
秀
文
）

宇
都
宮
大
学
共
同

教
育
学
部
附
属
小
学
校

優
秀
賞

組
織
改
革
部
門

時代に合ったPTAを目指して

　
当
校
は
、
平
成
30
年
度
入
学
生
か
ら
、
定
員
が
15
名
減
と
な
り
、

令
和
2
年
度
の
全
校
生
徒
数
は
、
3
年
前
に
比
べ
て
45
名
の
減
少

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
保
護
者
数
の
減
少
に
よ
る
P
T
A

活
動
へ
の
負
担
と
P
T
A
会
費
の
減
少
が
課
題
で
し
た
。そ
こ
で
、

平
成
30
年
度
末
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
、
生
徒
一
人
1

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
保
有
と
い
う
I
C
T
環
境
を
P
T
A
で
も

活
用
し
て
き
た
成
果
を
整
理
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
専
門
委
員
会

を
改
編
し
ま
し
た
。

・ 

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
学
校
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
に
よ

り
、
月
に
一
度
開
催
し
て
い
た
三
役
会
（
正
副
会
長
、
幹
事
）

を
お
よ
そ
2
ヵ
月
に
1
回
の
開
催
に
し
ま

し
た
。

・ 

年
4
回
発
行
す
る
P
T
A
広
報
の
う
ち
、

2
回
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
印
刷
物
、
2

回
を
デ
ジ
タ
ル
版
と
し
て
配
信
し
ま
し
た
。

・ 

教
養
委
員
会
を
「
教
養
I
C
T
委
員
会
」

と
し
、
年
2
回
開
催
し
て
い
た
講
演
会
等

の
行
事
の
う
ち
、
1
回
以
上
を
I
C
T
に

特
化
し
た
活
動
に
し
ま
し
た
。

・ 

保
健
体
育
委
員
会
と
生
活
委
員
会
を
統
合
し
て
、
保
健
生
活
委
員

会
と
し
、子
供
達
の
安
全
に
関
す
る
内
容
の
活
動
に
整
理
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
当
校
の
特
色
を
生
か
し
た
P
T
A
の
組
織
を
改

編
し
た
こ
と
に
よ
り
、
効
率
化
と
活
性
化
が
図
ら
れ
、
経
費
の
削
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校

優
秀
賞　
組
織
改
革
部
門

ICTで組織改革

　

昨
年
11
月
の
放
課
後
、
2
週
に
わ
た
り
体
育
館
で
卓
球
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、「
卓
球
を
や
っ
て
み
た
い

け
ど
、
一
人
で
習
い
に
行
く
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」
と
い

う
生
徒
や
保
護
者
の
声
で
し
た
。
全
附
連
の
助
成
金
を
活
用

し
て
、
プ
ロ
指
導
者
（
る
の
ス
ポ
ー
ツ
）
の
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
る
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

卓
球
は
殆
ど
が
初
心
者
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方
か
ら
教
わ

り
ま
し
た
。
約
1
時
間
の
レ
ッ
ス
ン
で
、
全
員
が
球
を
打
ち

返
す
こ
と
が
出
来
、
ラ
リ
ー
が
続
く
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

成
功
体
験
を
積
ん
だ
生
徒
た
ち
は
皆
よ
い
表
情
で
、「
ま
た
や

り
た
い
！
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

活
動
は
さ
ら
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

年
明
け
に
は
「
る
の
ス
ポ
ー
ツ
」（
あ
き

る
の
市
）
へ
有
志
で
遠
征
。
全
国
大
会

を
目
指
す
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
と
共
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
年
齢
や
性
別
、
障
が
い

の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
み
ん
な
で
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
交

流
を
続
け
、「
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
卓
球
」（
健

常
者
と
障
が
い
者
で
組
む
ダ
ブ
ル
ス
等
）
の
実
現
を
、
と
夢
は
膨

ら
ん
で
い
ま
す
。

　
卓
球
の
ほ
か
に
も
、放
課
後
カ
フ
ェ
、フ
リ
マ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
り
な
ど
沢
山
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
、様
々

な
新
し
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
助
成
金
の
活
用
に
よ
り
P
T
A

活
動
が
さ
ら
に
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
生
徒
た
ち
の
ど
ん

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
か
と
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別
支
援
学
校

優
秀
賞　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
部
門「卓球にチャレンジ！」

～つながる、ひろがる～

　
平
成
27
年
度
よ
り
保
護
者
に
よ
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
「
未
来
を
夢
見
る
授
業
」
を
実

施
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
未
来
の
自

分
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
豊
か
な
職

業
観
・
社
会
観
と
将
来
へ
の
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
ほ
し
い
か
ら
だ
。
身
近
な
友
だ
ち
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
教
壇
に
立
ち
、

仕
事
の
紹
介
や
仕
事
に
対
す
る
情
熱
、
ま

た
や
り
が
い
や
苦
労
話
を
話
す
こ
と
で
、

自
身
の
将
来
像
を
そ
こ
に
重
ね
合
わ
せ
て

胸
躍
ら
せ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
毎
年
9
講
座
開
講
し
、
生
徒
た
ち
は
そ

の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
職
業
に
つ
い
て
2

講
座
選
択
し
て
い
る
。
今
ま
で
は
医
師
、

薬
剤
師
、
消
防
士
、
建
築
士
、
銀
行
員
を

は
じ
め
多
く
の
職
種
の
保
護
者
の
方
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
変
わ
っ
た
職

業
で
は
僧
侶
や
合
気
道
師
範
（
県
庁
職
員
）

と
い
う
の
も
あ
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
興
味
の
あ
っ
た
講
座
を
受

講
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
道
に
進
み
た
い

と
感
じ
た
り
、
両
親
の
仕
事
を

す
る
姿
を
想
像
し
て
仕
事
の
奥

深
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
将
来
に
対
す
る
可
能
性
や

夢
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る

生
徒
が
多
く
い
た
。

　

毎
年
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の

時
に
実
施
し
て
お
り
、
当
日
は

大
学
の
出
前
授
業
も
行
わ
れ
、

大
学
の
専
門
的
な
講
義
も
受
け

ら
れ
る
。
中
学
校
と
大
学
と
保

護
者
が
一
体
と
な
っ
て
授
業
を

行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
る
成
長
の
一
助
に
な
っ
て

い
る
と
思
う

の
で
、
今
後

も
継
続
し
て

実
施
し
て
い

き
た
い
。

　

令
和
元
年
12
月
13
日
、
青
森
県
の
弘
前
大

学
教
育
学
部
に
於
い
て
「
財
政
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
公
開
授
業
」
な
ら
び
に
「
車
座
ふ
る
さ

と
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
3
年
の
生
徒
1
6
0
名
を
対
象
に
、

財
務
省
東
北
財
務
局
の
阿
保
達
巳
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
財
政
と
は
何
か
、
国
の

予
算
、
社
会
保
障
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
最

後
に
自
分
た
ち
が
財
務
大
臣
に
な
っ
て
国
家

予
算
を
作
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。歳
入
を
増
や
し
、歳
出
を
減
ら
す
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
今
後
ど
の
部
分
の
保
証
を
厚
く
し
て

い
く
べ
き
な
の
か
な
ど
、
中
学
生
な
ら
で
は

の
柔
軟
な
発
想
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
個
性
の

あ
る
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ

て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視

察
に
来
て
い
た
内
閣
府
副
大
臣
の
宮

下
一
郎
議
員
と
、
学
校
の
先
生
方
、

P
T
A
保
護
者
、
生
徒
が
輪
に
な
り

「
車
座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
宮
下
副
大
臣
か
ら
は
、
現

在
日
本
で
は
社
会
全
体
で
支
え
合
う

た
め
に
様
々
な
政
策
を
検
討
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
お
金
の
こ
と
を
考

え
た
と
き
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
色
々

な
意
見
を
頂
戴
し
た
い
、
と
い
う
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
融
知

識
を
学
校
で
教
え
る
の
は
大
切
な
事

だ
と
思
う
、
国
だ
け
で
は
な
く
、
家

庭
や
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
落
と
し
込
ん

だ
金
融
教
育
を
し
て
も
ら
い
た
い
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
だ
か
ら
こ
そ

の
教
育
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
地

方
な
ら
で
は
の
金
融
教
育
も
あ
る
の

で
は
？
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
色
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
宮
下
副

大
臣
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
財
政
を
通
じ
て
こ
の
国
の
未

来
を
考
え
る
素
晴
ら
し
い
機
会
に

な
っ
た
と
と
も
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
さ
ら
に
全
国
の
附
属
学
校
に
広

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
実
り
の
多

い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
総
務
委
員
会　
田
口
智
之
）

保護者による「未来を夢見る授業」

全
国
の
附
属
学
校
P
T
A
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
全
附
P
連
で

は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
特
色
あ
る
も
の
、
特
に
優
秀

な
も
の
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
ん
な
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

全附P連

表
彰

幼稚園を支えるクラブ活動

弘前大学教育学部附属中学校   財政教育プログラム・車座ふるさとトーク　レポート

キャリア教育
文部科学大臣

表彰
香川大学教育学部
附属坂出中学校

松韻会会長　宮本昌尚
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本
校
で
は
、
は
じ
め
に
現
状
把
握
と
し
て
①

超
過
勤
務
時
間
の
把
握
②
業
務
量
の
見
え
る
化

③
目
標
設
定
を
行
い
ま
し
た
。
業
務
量
の
見
え

る
化
は
、
業
務
一
覧
表
を
作
成
し
、
年
間
の
業

務
時
間
、
時
間
が
か
か
る
仕
事
、
業
務
量
の
割

合
等
を
数
値
で
表
し
ま
し
た
。

　
現
状
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
で
、
学
校
改
革
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
教
職
員
か
ら
意
見
を
集
め

な
が
ら
業
務
を
見
つ
め
直
し
て
き
ま
し
た
。
た

だ
や
み
く
も
に
改
善
・
削
減
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
本
校
の
使
命
で
あ
る
研
究
に
か
け
る
時

間
の
確
保
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を

作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
改
善
の

具
体
と
し
て
は
、
校
務
支
援
ソ
フ
ト
・
グ
ル
ー

プ
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
事
務
に
か
か

る
時
間
が
大
き
く
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
教

員
が
行
っ
て

き
た
下
校
時

の
安
全
指
導

を
保
護
者
へ

移
行
し
た

り
、
P
T
A

の
H
P
を
作

成
し
学
校
、

P
T
A
委
員

会
の
連
絡
等

を
W
E
B
上

で
き
る
よ
う

に
し
た
り
、

保
護
者
か
ら
の
提
案
で
改
善
し
た
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
学
校
全

体
と
し
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
等
を

行
っ
た
結
果
、
超
過
勤
務
時
間
が
短
縮
さ

れ
た
だ
け
で
な
く
、
児
童
指
導
の
問
題
が

大
幅
に
減
る
と
と
も
に
、
全
国
学
力
調
査

の
数
値
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
教
員
の

時
間
的
余
裕
が
で
き
た
た
め
、
地
域
の
研

究
会
、
校
内
研
究
会
等
へ
の
講
師
派
遣
率

が
前
年
比
25
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
っ
て
公
開
研
究
発
表
会
の
参
観
者

数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
大
学
と
連
携
を
し
な
が
ら
附

属
学
校
園
内
の
更
な
る
業
務
改
善
を
進

め
、
そ
の
成
果
を
地
域
へ
広
め
る
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

め
に
二
度
実
施
）

　
附
属
の
効
果
と
し
て
多
く
の

回
答
を
得
た
の
は
、「
公
立
学

校
と
附
属
学
校
の
人
事
交
流
に

よ
り
、
各
地
域
の
中
核
教
員
を

養
成
す
る
ハ
ブ
機
能
」「
全
て

の
教
科
に
つ
い
て
授
業
公
開
を

行
う
希
少
性
」「
様
々
な
研
修

会
の
講
師
・
指
導
者
」「
児
童

が
い
る
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
現
状
に
加
え
、
長
岡

校
園
の
特
徴
を
活
か
す
こ
と
で

地
域
の
教
育
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
と
多
く
の
声
を
頂
い
た
。
具

体
的
に
は
、「
幼
小
接
続
等
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」「
教
職
大

学
院
、
免
許
更
新
等
、
現
職
教

員
が
学
ぶ
場
と
し
て
の
大
学
の

中
越
地
域
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
」

「
総
合
大
学
の
力
を
活
か
し
た

教
育
を
通
し
た
地
域
課
題
の
解

決
」「
遠
隔
地
で
も
ス
ト
レ
ス

な
く
学
べ
る
テ
レ
ビ
会
議
等
の

シ
ス
テ
ム
開
発
」
等
で
あ
り
、

今
後
の
指
針
づ
く
り
の
参
考
に

な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
近
年
、
教
室
で
苦

　
長
岡
小
学

校
は
今
年
創

立
一
二
〇
周

年
を
迎
え

る
。四
〇
年

前
の
新
潟
市

へ
の
学
部
統

合
後
は
、附

属
長
岡
校
園
の
み
が
、こ
こ
中

越・長
岡
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
幼
稚
園
、
中
学
校
を
含
め
た

私
た
ち
長
岡
校
園
は
、
有
識
者

会
議
報
告
書
以
降
、
校
園
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

の
明
確
化
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
れ
は
、
こ
の
地
域
に
お
け

る
附
属
の
存
在
意
義
は
何

か
、
そ
し
て
教
員
研
修
に
対

す
る
地
域
貢
献
は
ど
う
あ
れ

ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
こ
と

だ
っ
た
。
以
下
取
組
の
一
部
を

述
べ
る
。

　
ま
ず
、
研
究
会
の
参
加
者
数

の
増
加
に
加
え
、
参
加
が
個
々

人
の
教
育
実
践
に
ど
れ
だ
け
活

き
て
い
る
か
参
加
者
へ
の
追
跡

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
把
握
し
た
。

（
研
究
会
半
年
後
に
二
度
実
施
）

教
材
教
具
等
の
工
夫
、
問
題
提

示
、
協
働
学
習
、
問
い
の
も
た

せ
方
等
の
上
位
の
回
答
内
容
を

ニ
ー
ズ
と
し
て
捉
え
今
後
の
内

容
に
反
映
さ
せ
る
。

　
第
二
に
、
中
越
管
内
十
市
の

教
育
委
員
会
に
出
向
き
、「
こ

の
地
域
に
附
属
学
校
が
あ
る
こ

と
の
効
果
」
や
「
今
後
の
附
属

学
校
と
の
連
携
の
可
能
性
」
に

つ
い
て
各
教
育
長
へ
直
接
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。（
年
度
初

戦
し
て
い
る
若
手
教
員
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
究

会
よ
り
も「
難
度
」を
下
げ
て
、

学
級
づ
く
り
や
授
業
づ
く
り
を

具
体
的
に
学
べ
る
場
を
附
属
学

校
か
ら
提
供
し
て
ほ
し
い
と
の

声
を
複
数
の
教
育
委
員
会
か
ら

得
た
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年
度

は
若
手
の
教
師
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
を
6
講
座
実
施
し
好
評

を
得
た
。（
こ
の
他
、
研
究

会
以
外
に
、
公
開
授
業
十
四

回
、
各
種
講
師
二
八
回
）

　
こ
う
し
た
取
組
み
を
可
能
に

す
る
に
は
、
や
は
り
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
教
員
研

修
を
通
し
た
地
域
貢
献
、
あ
る

い
は
大
学
の
教
員
養
成
に
附
属

か
ら
の
関
与
性
を
高
め
、
参
画

し
て
い
く
た
め
の
教
員
を
令
和

元
年
度
よ
り
大
学
か
ら
加
配
し

て
い
た
だ
い
た
。

大学・附属学校・PTAがつながる
業務改善

全国国立大学附属学校連盟から情報発信寄 稿

　
本
校
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
5
年
間
、
文
部

科
学
省
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
S
G
H
）
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
間
、「
地
域

課
題
研
究
」「
異
文
化
研
究
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
提

案
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」
と
い

う
地
域
→
二
国
間
→
グ
ロ
ー
バ
ル
→
自
己
、
と

繋
が
る
課
題
研
究
の
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
築
し
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
本
校
は

三
つ
の
意
味
で
「
開
か
れ
た
学
校
」
と
な
っ
た
。

　
一
つ
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
積
極
的
に
外

部
資
源
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
交
流
協
定
を
結
ん
だ
台
湾
師
範
大
学
附
属

高
級
中
学
校
と
は
双
方
向
に
生
徒
が
交
流
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
地
域
課
題
研
究
」発
表
で
は
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
北
陸
財
務
局
、
金
沢
青

年
会
議
所
な
ど
の
方
々
の
外
部
評
価
を
得
る
よ

う
に
な
っ
た
。
金
沢
大
学
留
学
生
と
の
交
流
授

業
も
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、
生
徒
が
校
外
の
自
主
的
活

動
に
、
積
極
的
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。平
成
30
年
度
に
は
長
期・

短
期
の
海
外
留
学
・
研
修
参
加
者
が
24
名

に
も
上
っ
た
。
模
擬
国
連
大
会
や
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
甲
子
園
で
は
全
国
出
場
の
常
連

に
な
っ
た
。

　
三
つ
目
は
、
地
域
の
公
立
高
校
と
連
携

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
平

成
29
年
度
よ
り
公
立
高
校
二
校
と
課
題

研
究
発
表
会
を
催
し
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
北
信
越
S
G
H
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
金

沢
大
学
を
幹
事
校
と
し
て
、

W
W
L（
ワ
ー
ル
ド・ワ
イ
ド・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
構
築
支
援
事
業
拠
点
校

に
採
択
さ
れ
た
。
国
立
附
属

の
本
校
が
拠
点
校
に
な
り
北

陸
三
県
の
公
立
高
校
が
連
携
し
あ
う
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
と
並
行
し
て
、
本
校
で

は
「
チ
ー
ム
学
校
」
を
目
指
し
、
平
成
31

年
3
月
よ
り
「
フ
リ
ー
・
ア
ド
レ
ス
大
職

員
室
」
に
移
行
し
た
。
管
理
職
以
外
は
毎

日
異
な
る
座
席
に
座
る
職
員
室
で
あ
る
。

会
議
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
し
た
。
職
場
環

境
が
改
善
さ
れ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
良
く
な
っ
た
と
教
職
員
に
は
好
評

で
あ
る
。

「魅力ある学校運営を目指して」
～SGHからWWLへ～

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校

教
育
学
類
附
属
高
等
学
校

�

令
和
元
年
度
校
長 

山
本 

吉
次

宇
都
宮
大
学
共
同

教
育
学
部
附
属
小
学
校

令
和
元
年
度
副
校
長

�
 

平
塚 

昭
仁

新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属

長
岡
小
学
校

令
和
元
年
度
校
長

�

松
井 

謙
太

グループウェア　ミライム

業務割合

北信越SGHフォーラム

フリー・アドレス大職員室

地
域
へ
の
貢
献

地
域
と
の
連
携

全国国立大学附属学校連盟の令和元年度広報委員会のご協力で、3校より附属学校園の改革についてご寄稿をいただきました。



（11）　第115号 令和2年7月15日　（10）附　属　だ　よ　り 附　属　だ　よ　り

全附Ｐ連

〈作文・絵作文コンクール〉
「先生へのメッセージ」
「先生との思い出」
入賞作品紹介

今回は入賞作11作品の中から3作品をご紹介いたします。

　昨年に続き2回目の事業として「作文・絵作文コンクール」を本年も開催い
たしました。子どもたちが日常の学校生活や家庭生活の中で得た体験や感動、
感謝を、作文を書くことを通じて、人への感謝や基本的人権について理解を深
めるとともに、SNSに頼りがちな昨今、文章表現によるコミュニケーションの
魅力を知ってもらうことで、字を書く文化の振興を図り、心豊かな生活を身に
付けることを目的としています。今年度のテーマも昨年に引き続き「教師の日」
制定支援にちなみ、「先生へのメッセージ」や「先生との思い出」です。先生へ
の感謝の気持ちや、先生と一緒に過ごした楽しい日々のことなど、子どもたち
の素直な感情が満ち溢れる作文・絵作文が寄せられ、11点の入賞作品が選出さ
れました。

「 教 師 の 日 」 と は
　現在、まだ日本ではあまり知られていませんが、毎年10月5日は「教
師の日」として、1994年にユネスコ（国際連合教育科学文化機関）によ
り制定され、学校、家庭、地域のそれぞれがお互いに尊敬・信頼し合え
るような環境の構築を目的としています。
　すでに世界においては、19世紀から、そして現在では約60カ国におい
て、地元の教育者の担っている重要な職責に対して理解を深めるきっか
けや、教育における重要な日として定められています。
　日本では2017年、政府の教育再生実行会議の第10次提言で提言され、
制定に向けた活動も活発化してきており、教育実習校・現職教員研修校・
教育研究実践校として、また国や地域のモデル校として公教育のさらな
る向上を担う国立大学附属学校のPTAとしても、大きく支援するととも
に、先生方がモチベーション高くいきいきと教育に取り組むことができ
る世の中を目指しています。

審 査 日 2020年2月7日

審 査 員 児童文学作家
くすのき しげのり氏（審査委員長）
全国国立大学附属学校PTA連合会正副会長会・総務委員会

審査会場 鳴門教育大学附属中学校

審査会の様子

会 長 賞優 秀 賞 　 絵 作 文優 秀 賞 　 作 文

鹿児島大学教育学部附属中学校　3年　石川 澄怜さん

～ く す の き 先 生 か ら の ひ と 言 ～
　忙しい日々のなかであっても、生活記録を通して多感な中学生
の心に寄り添う先生。そして生活記録を書き続けることによって、
自分に向き合い、次第に素直な思いを綴ることができるように
なった作者。教育とは、まさしくこうした日々の積み重ねによる
ものです。作文にもそうした飾らない素直な心情が綴られていて、
それは、とりもなおさず日頃の生活記録のたまものでしょう。

入 賞 作 品
会長賞 鹿児島大学教育学部附属中学校� 3年　石川　澄怜

優秀賞
絵作文

鹿児島大学教育学部附属幼稚園� 年少　谷之口礼央
神戸大学附属幼稚園� 年中　中林　風和
茨城大学教育学部附属幼稚園� 年長　横須賀京香
東京学芸大学附属竹早小学校� 1年　下平　雅文
金沢大学人間社会学域学校教育学類附属小学校� 2年　西田　宗真

優秀賞
作文

神戸大学附属幼稚園� 年中　福田　優愛
福岡教育大学附属福岡小学校� 4年　松井　美澪
愛知教育大学附属名古屋小学校� 2年　磯貝　　擢
北海道教育大学附属釧路小学校� 5年　青戸　愛唯
愛知教育大学附属岡崎中学校� 1年　矢田　來穂

表示している学年は作品応募時のものです

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園
　
年
少
　
谷
之
口 

礼
央
さ
ん

神
戸
大
学
附
属
幼
稚
園
　
年
中
　
福
田 

優
愛
さ
ん

～ く す の き 先 生 か ら の ひ と 言 ～
　幼稚園での遊びの場面、友だちとのトラブルの場面、工作の場面。大
好きな優しい先生から、いろいろなことを学んでいることがよくわかり
ます。

～ く す の き 先 生 か ら の ひ と 言 ～
　初めてのおいも掘り。ともだちや先生といっしょに夢中になってたく
さんのおいもを掘ったのでしょう。みんなの楽しい歓声が聞こえてくる
ようです。

　
昨
年
度
の
「
作
文・絵
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
は
、

第
一
回
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
の
国
立
大
学
の
各

附
属
学
校
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
第
二
回
目
の
今
回
は
、
さ
ら
に
多
く
の
素

晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
「
作
文
・
絵
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
テ
ー
マ
は
、

「
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
、「
先
生
と
の
思
い
出
」

で
す
。
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
教
育
現
場
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
る
こ
と
は
増
え
る
一
方
で
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
働
き
方
改
革
が
い
わ
れ
る
中
で
、
様
々
な
業

務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
先
生
方
は
、
そ
の

働
く
時
間
の
確
保
に
ま
で
頭
を
悩
ま
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
ま
つ
で
す
。こ
う
し
た
教
育
現
場
の
現
状
、

多
く
の
も
の
を
求
め
ら
れ
る
教
師
と
い
う
職
業
。
先

生
方
の
ご
負
担
は
察
し
て
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
先
生
方
を
支
え
て
い
る
も
の
の
中
で
、
と
り
わ
け

大
き
な
も
の
は
、
日
々
の
教
育
活
動
の
中
で
感
じ
ら

れ
る
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
確
か
な
成
長
の

様
子
で
し
ょ
う
。
今
こ
の
時
も
全
国
の
多
く
の
先
生

方
は
、
子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
な
が

ら
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
先
生
と
と
も
に

過
ご
す
教
室
で
、
今
日
も
子
ど
も
た
ち
は
学
び
、
成

長
し
て
い
ま
す
。
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
わ
れ
が
ち
な

学
校
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
は
、
多
く
の
先
生

方
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
あ
る
の
で
す
。
日
々
の
学

校
生
活
で
の
授
業
中
の
様
子
、
楽
し
い
行
事
や
様
々

な
体
験
の
様
子
。
そ
こ
に
あ
る
先
生
の
工
夫
や
優
し

い
配
慮
。
応
募
作
品
に
は
、
そ
ん
な
学
校
の
様
子
や

先
生
と
の
学
校
生
活
が
い
き
い
き
と
表
現
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
先
生
に
対
す
る
信
頼
や
尊
敬

や
感
謝
の
気
持
ち
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
審
査

を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
先
生
の
豊
か
な
表
情

が
鮮
や
か
に
思
い
浮
か
び
、
笑
い
声
や
つ
ぶ
や
き
ま

で
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
先
生
に
対
す
る
子

ど
も
た
ち
の
思
い
が
溢
れ
た
今
回
の
素
敵
な
作
品
群

は
、
き
っ
と
先
生
方
に
と
っ
て
、
励
み
と
な
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

審査を終えて

児童文学作家

くすのき
しげのり氏

1961年生まれ、徳島県鳴門市在住。鳴門教育大学大学院修了。
小学校教諭、鳴門市立図書館副館長を経てオフィスKUSUNOKIを設立。
現在は作家として児童文学を中心とする創作活動と講演活動を続けてい
る。絵本『おこだでませんように』（小学館）が2009年度全国青少年読
書感想文コンクール課題図書に、2011年には、IBBY（国際児童図書評
議会）障害児図書資料センターが発行する推薦本リスト「世界のバリア
フリー絵本」に選出される。 同作品で第2回JBBY賞バリアフリー部門
受賞。2013年には『メガネをかけたら』（小学館）が全国青少年読書感
想文コンクール課題図書に選定される。『ええところ』（学研）、『ともだ
ちやもんな、ぼくら』（えほんの杜）等、教科書掲載作品をはじめ、『Life

（ライフ）』（瑞雲舎）、『あなたの一日が世界を変える』（PHP研究所）、『海
の見える丘』（星の環会） 、「いちねんせいの一年間」シリーズ（講談社）、

「すこやかな心を育む絵本」シリーズ（廣済堂あかつき）など、110タ
イトルを超える児童文学作品は、日本および海外で広く読まれている。
・日本児童文芸家協会評議員・徳島児童文学会会長
・四国大学文学部非常勤講師（絵本・児童文学創作）

くすのき しげのりオフィシャルホームページ
http://www.kusunokishigenori.jp/

略　歴審査委員長
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カンガルー保険のご案内2020年度
中途加入受付中

団体総合生活保険
任意加入制度
24時間補償

保険期間

加入対象者

加入手続き
申込締切日

全員加入制度

全国国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ この保険は全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の団体保険です。

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社】社会険保受引【
（担当課）公務第二部文教公務室 〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL：03－3515－4133　FAX：03－3515－4132

損害保険ジャパン株式会社【引受保険会社】
団体・公務開発部　第三課　〒160-8338 東京都新宿区西新宿１-26-1　TEL:03－3349－9588　FAX:03－6388－0162

2020年４月１日午後４時から2021年４月１日午後４時まで１年間
※随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は2021年４月１日午後４時に終了します。）
※ご加入ご希望の方は、取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求、保険料につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①全国国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特
別支援学校に通われている幼児・児童・生徒（ご加入時に満３歳以上から満１８歳以下の方に限ります。）

パンフレット差込の加入依頼書にご記入・ご捺印（銀行届出印）のうえ、返信用封筒にてご返送ください。
随時ご加入いただけます。（お手続きの翌月１日（午後４時）からの補償開始となります。）　

保険期間 2020年６月１日午後４時から2021年６月１日午後４時まで
※「カンガルー保険（全員加入制度）」は全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン
株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責
任保険（PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）をそれぞれ組み合わせて加入する補償制度のペットネームです。
※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店または損保ジャパ
ンまでお問い合わせください。

約50％割引
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会
が窓口の団体契約なので、
保険料が約50％割安です。

・団体割引：30％ ・損害率による割引：25％
・大口団体契約割引：10% 適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに
対応した安心のための
２４時間補償制度です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆様のケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆様のケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

・保険料のお支払は、　　 
便利な「口座振替方式」
・更新のお手続きは、         
便利な「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆様を犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋久松町11-6
日本橋TSビル 8F

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

簡単・便利！ ※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

2020年4月作成
20-TC00942 SJ20-00089　2020年4月3日

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。
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支
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員
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山
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（
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副
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義
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前
期
）

いじめ防止プログラム助成金事業
　平成28年度より、単位PTAが実施するいじめ防止に関する事
業に対し助成を行っています。全附P連はこの事業を通じ、いじ
め対策に関する取り組みが全国的に活発化していくことを願っ
ています。

学校名 活動名
琉球大学教育学部
附属中学校 「現代の子育てで特に 大切なこと」

神戸大学附属幼稚園 「スマホ時代の子どもたちのために」講演会

大阪教育大学附属幼稚園 講演「一人ひとりがみんな大切 
 子どもの心に気づく時」

三重大学教育学部
附属小学校 特定非営利活動法人 e-Lunch（イーランチ）

熊本大学教育学部
附属幼稚園 「現代の子育てに大切なことを学ぶ」講演会

茨城大学教育学部
附属小学校 PTAいじめ予防研修会 

理解プロジェクト
学校名 活動名

愛知教育大学附属特別支援学校 ふよう美術展

金沢大学附属特別支援学校 地域住民と協働活動を通して共生の地域づくり
に貢献しよう。

信州大学教育学部附属特別支援学校 ふとく高等部陶芸教室
福井大学教育学部附属特別支援学校 児童生徒造形展2019

宮城教育大学附属特別支援学校 ぼくたちわたしたちが見ている世界の写真展・
写真とアートのワークショップ

茨城大学教育学部附属特別支援学校 夏祭りをしよう（ふとく夏祭り）

カンガルーシップ活動助成金事業
　校種を越えて、子ども・教師・保護者が連携をもち、障がいに対する「理解」を基盤とし「共生」を育む活動です。助成金には「理解プロジェクト活動助成金」、「共
生プロジェクト活動助成金」、「就労支援のための活動助成金」、発達障害・学習障害への理解を推進する「ネイバーサポート活動助成金」を実施しております。

この他、令和元年度は土曜放課後等活動助成金事業で18校園への助成を行いました。

ネイバーサポートプロジェクト
学校名 活動名

筑波大学附属駒場中・高等学校 「ともにいきる」講演会

岐阜大学教育学部附属小中学校
デイキャンプ　お祭りで楽しいお買い物の模擬
体験をしよう‼～お母さんとお子さんが共に笑
顔になれる時間を過ごす～

共生プロジェクト
学校名 活動名

香川大学教育学部附属坂出中学校 ふれあい天体観測会
愛知教育大学附属特別支援学校 三附属共生教育　音楽交流会

信州大学教育学部附属特別支援学校 共に暮らし、共に学ぶ
（年間通しての交流および共同学習）

筑波大学附属駒場中・高等学校
「ともにいきる」交流会
「手話者と音声言語者が協力して謎を解く！異言
語脱出ゲーム」

〈
い
じ
め
対
策
活
動
事
例
紹
介
〉

�

茨
城
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

令和元年度 全附P連助成金事業報告
令和元年度に全国で実施された助成金事業を紹介します。
またリスト中の活動についても、一部全附P連ホームページ
でも紹介しています。ぜひご覧下さい。

講
師
： 

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院　
阪
根　
健
二　
教
授

　
現
代
的
教
育
課
題
で
あ
る
「
い
じ
め
」
の
問
題
に
対
し
、
傍

観
者
に
な
る
こ
と
な
く
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
全
附
P
連
で
推
奨
し
て
い
る

「
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
特
別
委
員
会
行
事
と
し
て
開

催
し
た
。

　
当
日
は
、
4
年
生
の
児
童
と
保
護

者
を
対
象
に
開
催
し
、
鳴
門
教
育
大

学
院
の
阪
根
教
授
か
ら
「
い
じ
め
を

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
児

童
と
保
護
者
一
緒
に
な
っ
て

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
具
体

的
に
ど
う
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
る
か
を
話
し
合
っ
た
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
「
い
じ

め
」
を
他
人
事
と
考
え
ず
自

分
事
と
し
て
考
え
る
機
会
と

な
り
、
い
じ
め
を
防
止
す
る

心
が
芽
生
え
る
研
修
会
と

な
っ
た
。

PTAいじめ予防研修会

従来の東京集合型開催ではなく、動画配信等を利用したリモート型
開催の予定。詳細は現在急ピッチで企画立案中。決定次第皆様には
ご連絡致します！乞うご期待!!!

　
令
和
元
年
6
月
、「
新
し
い
教
育
研
究
の

資
金
調
達
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
の
全
附
P
連
の
募
集
に
応
募
さ
れ
た

附
属
学
校
園
の
中
か
ら
、
愛
媛
大
学
附
属
高

等
学
校
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
支

援
し
、
推
し
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

全
附
P
連
が
R
E
A
D
Y
F
O
R
株
式
会
社

と
の
仲
介
役
を
担
い
、
愛
媛
大
学
附
属
高
等

学
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
持
続
可
能
な
未
来

へ
。
愛
媛
大
学
附
属
高
校
、
循
環
型
農
業
へ

の
挑
戦
！
」
は
、
令
和
元
年
11
月
6
日
か
ら

同
12
月
20
日
ま
で
R
E
A
D
Y
F
O
R
株
式

会
社
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、
寄
付
目
標
金

額
1
，5
0
0
，0
0
0
円
の
設
定
で
寄
付
総

額
は
1
，8
8
1
，0
0
0
円
と
な
り
、
目
標

金
額
の
1
2
5
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

愛
媛
大
学
附
属
高
等
学
校

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
報
告

全国大会

全
附
連

第11回




